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御
所
市
長

　
　

東ひ
が
し
が
わ川　

裕
ゆ
た
か

市
長
室

　
だ
よ
り

源
探
究
の
習
慣
を
失
っ
て
し
ま
っ
て
は
、

今
後
の
御
所
市
は
成
り
立
た
な
い
こ
と
を

改
め
て
実
感
し
て
い
ま
す
。

◆　
◆　
◆　
◆　
◆

　
日
本
創
生
会
議
の
人
口
減
少
問
題
検
討

分
科
会
が
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
人
口
推
計
を

発
表
し
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
大
都
市
圏
へ

の
人
口
移
動
が
収
束
し
な
け
れ
ば
、
県
内

で
26
市
町
村
が
消
滅
可
能
性
郡
市
だ
と
い

う
の
で
す
。
御
所
市
も
そ
の
中
に
入
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
流
れ
は
全
国
的
な
動
き
で

あ
り
東
京
都
内
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
や
や
極
端
な
推
計
だ
と
思
い
ま
す
が
、

少
子
高
齢
化
の
動
き
が
想
像
以
上
に
進
ん

で
い
く
の
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
人
口

問
題
は
、
市
町
村
に
と
っ
て
最
も
重
要
な

課
題
の
一
つ
で
す
。
特
効
薬
は
あ
り
ま
せ

ん
。
若
い
世
代
の
流
入
策
、
子
ど
も
を
産

み
や
す
い
環
境
づ
く
り
、
子
育
て
支
援
、

健
康
長
寿
の
福
祉
政
策
、
住
み
や
す
い
環

境
、
雇
用
等
々
、
行
政
の
力
を
結
集
さ
せ

て
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
な
か
で
、
御
所
市
に
と
っ
て
明
る

い
話
題
は
、
京
奈
和
自
動
車
道
御
所
イ
ン

　
平
成
25
年
度
出
納
閉
鎖
に
伴
い
、
決
算

の
概
要
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
一
般

会
計
で
は
約
８
６
０
万
円
の
黒
字
で
、
実

質
収
支
は
約
５
億
６
千
7
百
万
円
と
な
り
、

な
ん
と
か
単
年
度
黒
字
を
維
持
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
で
は
実
質
収
支
の
赤
字
が
約

３
億
５
千
３
百
万
円
に
ま
で
膨
れ
上
が
っ

て
お
り
、
さ
ら
な
る
赤
字
額
の
拡
大
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
一
般
会
計
も
計
画
よ
り
黒

字
幅
は
や
や
縮
小
し
て
お
り
、
ま
だ
ま
だ

厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く
こ
と
に
は
変
わ

り
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
ま
で
御
所
市
財
政
が
繰
り
返
し
て

き
た
、
い
っ
た
ん
は
持
ち
直
す
も
の
の
、

さ
ま
ざ
ま
な
要
因
に
よ
り
再
び
悪
化
す
る

と
い
う
、
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
に
ま
た
し
て

も
落
ち
込
む
の
か
、
ま
さ
に
今
年
度
が
正

念
場
だ
と
思
い
ま
す
。
多
く
の
事
業
を
抱

え
る
な
か
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
費
削
減
や

財
源
探
求
が
今
ま
で
以
上
に
必
要
に
な
っ

て
き
ま
す
。
先
輩
た
ち
が
厳
し
い
財
政
運

営
の
中
で
繰
り
返
し
て
き
た
、
積
極
的
な

経
費
削
減
や
補
助
金
・
交
付
金
な
ど
の
財

QRコード

タ
ー
周
辺
の
産
業
集
積
地
造
成
事
業
で
す
。

地
元
地
権
者
の
み
な
さ
ま
の
大
き
な
ご
協

力
の
も
と
、
奈
良
県
で
事
業
化
が
決
定
し

ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
、
調
整
の
必
要
が
あ

り
ま
す
が
、
開
発
規
模
10
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

分
譲
規
模
7
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
大
規
模
な
奈

良
県
の
肝
入
り
事
業
の
一
つ
で
す
。
県
の

課
題
で
も
あ
る
、
御
所
市
を
含
む
県
南
部

の
雇
用
創
出
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
奈
良
県
と
と
も
に
造
成
事
業
と

企
業
誘
致
の
作
業
を
並
行
し
て
進
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
他
数
々
の
人
口

問
題
対
策
と
同
時
に
、
積
極
的
に
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

◆　
◆　
◆　
◆　
◆

　
も
う
す
っ
か
り
お
な
じ
み
の
「
ゴ
セ
ン

ち
ゃ
ん
」。
近
頃
は
、〝
小
さ
な
〞
ゴ
セ
ン

ち
ゃ
ん
が
、
市
役
所
ロ
ビ
ー
や
保
育
所
・

幼
稚
（
児
）
園
な
ど
で
愛
ら
し
い
姿
で
お

出
迎
え
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
市

民
の
方
が
、
善
意
で
自
ら
作
製
し
て
い
た

だ
い
た
も
の
で
す
。

　
保
育
所
な
ど

で
は
、
い
つ
も

み
ん
な
の
人
気

者
。
ま
た
、
市
役

所
の
市
民
課
前

ロ
ビ
ー
で
は
、

ご
両
親
や
祖
父

母
と
一
緒
に
手

続
き
に
や
っ
て

来
た
小
さ
な
お

子
さ
ん
が
、
窓

口
カ
ウ
ン
タ
ー
の
ゴ
セ
ン
ち
ゃ
ん
と
楽
し

げ
に
戯
れ
る
姿
も
。

　
当
の
〝
本
人
〞
も
、
こ
れ
か
ら
秋
冬
に

か
け
て
市
内
の
イ
ベ
ン
ト
出
演
が
目
白
押

し
。
市
外
か
ら
の
招
待
も
数
知
れ
ず
…
。

あ
ら
た
め
て
パ
ワ
フ
ル
な
ゴ
セ
ン
ち
ゃ
ん

人
気
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

◆　
◆　
◆　
◆　
◆

　
6
月
号
の
「
広
報
御
所
」
で
も
お
伝
え

し
ま
し
た
が
、
市
内
の
児
童
生
徒
数
の
急

激
な
減
少
、社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
、

子
ど
も
達
の
よ
り
良
い
教
育
環
境
を
整
備

す
る
た
め
に
、
市
立
の
小
・
中
学
校
の
適

正
規
模
及
び
適
正
配
置
の
検
討
に
入
り
ま

す
。
本
年
度
は
、
平
成
26
年
1
月
に
受
け

た
御
所
市
学
校
規
模
適
正
化
審
議
会
の
答

申
に
基
づ
き
、
具
体
的
に
は
学
校
の
望
ま

し
い
適
正
規
模
に
つ
い
て
、
ま
た
学
校
の

統
合
を
含
め
た
適
正
配
置
に
つ
い
て
検
討

を
行
い
、議
論
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

全
市
を
包
括
的
に
捉
え
て
行
う
こ
の
問
題

は
、
御
所
市
の
長
い
歴
史
の
中
で
も
類
を

見
な
い
、
大
き
な
問
題
だ
と
捉
え
て
い
ま

す
。

（
市
長
ブ
ロ
グ
か
ら
抜
粋
・
一
部
改
変
、

加
筆
等
に
よ
り
構
成
）

　  http://gose.

　
　
　
　
　

seesaa.net/

◎
ご
意
見
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
秘
書
課
秘
書
係

☎
62
・
3
0
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内
線
2
0
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奈良県一斉地震行動
（シェイクアウト）

訓練が実施されます。

7月9日㈬は「奈良県地震防災の日」です。
当日、同時刻県内一斉に、地震から身を守る行動をとることによって、県民それぞれが自らの
防災意識を高めることを目的とした「シェイクアウト訓練」が実施されます。
御所市役所ではこの訓練に参加します。
訓練実施時間帯にご来庁のみなさんは、ご理解とご協力をお願いします。

■日時　7月9日㈬ 10時30分～
シェイクアウト訓練とは
　2008年にアメリカで始まった地震に備える防災訓練で、ホームページなどを通じて防災の普及啓発を
図り、同時刻一斉に、参加者全員が机の下に隠れるなど身の安全を図る行動を実践し、家庭や職場などで
の日頃の防災対策を確認するきっかけ作りにしていただく訓練です。

訓練実施内容イメージ　《出典:日本シェイクアウト提唱会議ホームページ》

身を守る基本行動

【安全行動1】　姿勢を低くする　（DROP)
◯地震の揺れに伴う転倒を防止し、その場から動かないようにするため、姿勢を低くする。
【安全行動2】　体や頭を守る　（COVER)
◯頭を保護し、丈夫な机の下などの安全な場所に避難する。
◯机など隠れる場所がない場合は、手や腕、カバンや本など、身近な物で頭を守る。
【安全行動3】　揺れが収まるまで動かない　（HOLD ON)
◯揺れている間に動くのは危険なので、揺れが収まるまで、1分くらいその場にとどまり、
動かないようにする。

■主催　奈良県　　　　　　　　　■問い合わせ先　御所市市民安全部 生活安全課 ☎62-3001 内線592 



4広報 御 所  2014(平成26)年7月号

市役所は☎62-3001

く
ら
し

■介護保険料の決め方
　介護保険料は、国や都道府県、市区町村が負担する「公費」と、みなさんが納める「介護保険料」を財
源として運営されており、介護保険事業計画の見直しに応じて3年ごとに改定されます。
　また、高齢者の増加に伴い、介護保険サービスにかかる費用も年々増加する傾向にあります。介護保険
サービスを安定的に提供していくには、負担割合のバランスをとることが必要です。本人と世帯の所得に
応じた負担に、ご理解とご協力をお願いします。

◉65歳以上の人〈第１号被保険者〉
　保険料は市区町村別に、サービスにかかる費用などから算出された基準額をもとに、所得に応じて段階
的に決められ、原則として年金から差し引かれます。

～平成26年度の介護保険料をお知らせします～

基準額
（月額） ＝

市区町村の介護サービス総費用のうち第１号被保険者の負担分

市区町村の第１号被保険者数
÷ 12か月

☞下図「あなたの保険料段階は？」で、あなたの保険料を確認しましょう。

あ な た の 保険料段階は？

保険料段階 年額保険料 月額保険料 計算方法

第１段階 30,600円 2,550円 基準額×0.50

第２段階 36,700円 3,060円 基準額×0.60

第３段階 48,900円 4,080円 基準額×0.80

第４段階 55,000円 4,590円 基準額×0.90

第５段階 61,200円 5,100円 基準額

第６段階 76,500円 6,375円 基準額×1.25

第７段階 91,800円 7,650円 基準額×1.50

第８段階 107,100円 8,925円 基準額×1.75

第９段階 122,400円 10,200円 基準額×2.00

〔⇨はい　➡いいえ〕

ス
タ
ー
ト

生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
る

住
民
税
を
課
税
さ
れ
て
い
る

同
じ
世
帯
に
住
民
税
を
課
税

さ
れ
て
い
る
人
が
い
る

老齢福祉年金を
受給している

前年の合計所得金額
＋課税年金収入が
80万円以下

前年の合計所得金額
＋課税年金収入が
80万円以下

老齢福祉年金とは…
明治44年4月1日以前に生
まれた人などで、一定の所
得がない人や、他の年金を
受給できない人に支給され
る年金です。

前年の合計
所得金額が
200万円未満

前年の合計
所得金額が
800万円以上

前年の合計
所得金額が
400万円未満合計所得金額とは…

収入金額から必要経費に
相当する金額（収入の種類により計算方法が異
なります）を控除した金額のこと。扶養控除や
医療費控除などの所得控除をする前の金額です。

※年額保険料は、100円未満の端数を
　切り捨てた金額になっています。

※40歳～ 64歳の人〈第２号被保険者〉
　保険料は現在加入している健康保険の算定方法によって決められ、健康保険税（料）と一括して納めます。
詳細は現在加入している保険者へお問い合わせください。

6 5歳以上の人の介護保険料
◇問い合わせ先　保険課 保険第2係☎内線252・257
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■介護保険料の納め方

特別徴収 　▶年金からあらかじめ差し引かれます

◎対象となる人　老齢（退職）・遺族・障害年金が年額18万円以上の人
　　　　　　　　　※老齢福祉年金・寡婦年金などは、特別徴収の対象となりません。
　年金の定期払いの際、保険料があらかじめ差し引かれます。
　保険料は、本人や世帯員の前年中の所得に応じて年額が確定します。そのため、前年度から引き
続き特別徴収の人は、仮徴収と本徴収とによって納めていただくことになっています。

《仮徴収》 《本徴収》
納付月 4月 6月 8月 10月 12月 2月
納　期 1期 2期 3期 4期 5期 6期

前年の所得が確定していないた
め、仮に算定された保険料額を
納めます。

確定した保険料の年額から、仮
徴収分を差し引いた額を３回に
分けて納めます。

普通徴収 　▶口座振替や納付書で納めます

◎対象となる人　老齢（退職）・遺族・障害年金が年額18万円未満の人
★口座振替が便利です
　口座振替にすると、市役所や金融機関へ納めに行く手間が省け、納め忘れの心配もありません。
　口座振替をご希望の人は、次の物を持って市役所保険課（新館１階）または各取扱金融機関へ
お申し込みください。
　・保険料の納付書　・預（貯）金通帳　・通帳の届け出印

★次の場合などは、特別徴収に切り替わるまで、　一時的に納付書（普通徴収）に
よる納付となります。
　○年度途中で65歳（第１号被保険者）になった場合
　○他の市区町村から御所市へ転入した場合
　○収入申告のやり直しなどで、保険料の所得段階が変更になった場合
　※年金担保、年金差し止めなどで年金が停止し、保険料が差し引きできなくなった場合、その
　差し止めが解除されても、年度途中で特別徴収に切り替わることはありません。

納付月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月
納　期 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期

※『平成26年度介護保険料納入通知書』は、7月10日㈭ごろ発送予定です。

　納め忘れていると、未納の期間に応じて、通常は1割の利用者負担が3割に引き上げられたり、高額介護サ
ービス費が受けられなくなります。
　介護が必要になったとき、安心して介護サービスが利用できるよう、納め忘れのないようにしましょう。

介護保険料の納め忘れはありませんか？

◇問い合わせ先　保険課 保険第2係☎内線252・257
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◯後期高齢者医療制度の保険証の更新時期です◯
　
75
歳
以
上
の
人
及
び
一
定
の
障
害
が

あ
る
65
歳
以
上
の
人
に
は
、
1
人
に
1

枚
、
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

（「
保
険
証
」）
が
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
年
度
切
り
替
え
で
、
平
成
26
年
8
月

1
日
か
ら
使
用
し
て
い
た
だ
く
新
し
い

「
保
険
証
」を
7
月
下
旬
に『
簡
易
書
留
』

で
発
送
し
ま
す
。
8
月
以
降
に
医
療
機

関
に
か
か
る
と
き
は
、必
ず
新
し
い「
保

険
証
」
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
有
効
期
限
が
平
成
26
年
7
月

31
日
ま
で
の
古
い
「
保
険
証
」
は
、
市

役
所
保
険
課
（
新
館
１
階
）
へ
返
却
し

て
い
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。
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◯後期高齢者医療制度の保険料について◯
　後期高齢者医療制度の保険料は、被保険者一人ひとりに賦

ふ か
課されます。

　被保険者全員が等しく負担する「均等割額」と所得に応じて負担する「所得割額」からなり、「均等割額」
と「所得割額」の合計が『保険料（年額）』になります。

均等割額
44,700円

 所得割額
（総所得金額等－330,000円）×8.57%

保険料（年額）
限度額  570,000円＋ ＝

一部の人は、4月から保険料を仮徴収させていただいていますが、7月に平成26年度分の保険料額
を決定したうえで、仮徴収額と精算し、本徴収の額を決めます。☞

＊上記の軽減措置を受けるには、税法上の申告義務のない人（障害年金・遺族年金等受給者や、被扶養者
及び所得のない人）であっても、市役所税務課（本館１階）で所得の申告を行う必要があります。所得の
確認ができている被保険者は、申告の必要はありません。
　このほか、被保険者または世帯の生計を維持している人が、風水害、火災などの災害に見舞われたときや、
被保険者が刑事施設等に拘禁されたときには、申請により保険料が減免される場合があります。

◇◇後期高齢者医療制度における保険料の軽減措置◇◇

※前年所得に基づき算出します。
※マイナスの場合は0と算定します。

■均等割額の軽減

同一世帯内の後期高齢者医療制度被保険者と
世帯主の総所得金額

軽減
割合

33万円以下の世帯で、後期高齢者医療制度被保険者全
員の各所得が0円（年金収入は80万円以下）の世帯の人 ９割

33万円以下の世帯の人 ８．５割
【（33万円＋24.5万円）×被保険者の数】以下の世帯の人 ５割
【（33万円＋45万円）×被保険者の数】以下の世帯の人 ２割
※軽減に該当するかどうかを判断するときの総所得金額には、専
　従者控除、譲渡所得の特別控除は適用されません。
※65歳以上の公的年金受給者は、軽減判定において年金所得から
　15万円が控除されます。
※世帯主が被保険者でない場合でも、その世帯主の所得が軽減判
　定の対象となります。

■所得割額の軽減
所得割額賦課対象者のうち、所得割額
算定にかかる「賦課のもととなる所得
金額」が58万円以下（年金収入のみの
場合は、収入が211万円以下）の人
　〔軽減割合　５割〕

■会社の健康保険などの被扶養
　者であった人の保険料の軽減
後期高齢者医療制度に加入する日の前
日において、「会社の健康保険や共済
組合などの被扶養者」であった人
　〔均等割額　９割軽減〕
　〔所得割額　課されません〕

◆問い合わせ先・減免申請の受付窓口　保険課 保険第2係（市役所新館1階）☎内線252・257

後期高齢者医療制度にご加入のみなさんへ
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保険料「免除等」の
  申請はお早めに！

～平成26年度の申請は7月から受付開始～

　 経済的な理由等で国民年金の保険料（平成26年度は月額15,250円）の納付が困難な場合、申請により保
険料の納付が免除される制度があります。〔前年所得の審査があります。〕
　保険料免除申請には、保険料の全額が免除される「全額免除」、保険料の一部を納付して残りの保険料が
免除される「一部納付（3/4納付、1/2納付、1/4納付）」があります。
　また、30歳未満の人には「納付猶予（若年者納付猶予制度）」、学生には「学生納付特例制度」があります。

◆申請して承認されるとその期間の取り扱いは…

（注）平成27年9月までの特例措置です。
※【3/4納付】【1/2納付】【1/4納付】の承認期間は、納付すべき一部の保険料を納付しなければ保険料未納
　期間となりますので、ご注意ください。
※追納する場合の保険料額は、免除等が承認された期間の翌年度から起算して3年度目以降に追納すると、
　承認された期間の保険料額に経過期間に応じた加算額が上乗せされます。
　▶追納には、申し込み後に送付される納付書が必要です。ご希望の人は大和高田年金事務所まで。
※保険料が未納の状態で、万一、障害や死亡といった不慮の事態が発生すると、障害基礎年金や遺族基礎年
　金が受けられなくなる場合があります。
◆承認期間は…7月から翌年6月まで。なお、2年1か月前（申請月から）の月分まで遡

そきゅう
及申請が可能になりま

　した。
◆審査結果（承認・却下）は…後日郵送でお知らせします。

◆申請方法…御所市役所 市民課庶務係（新館１階）で、年金手帳・印鑑等を持参のうえ、申請してください。
◆問い合わせ先…大和高田年金事務所☎22-3531　　市役所市民課庶務係☎内線253
　　　　　　　　日本年金機構ホームページ http://www.nenkin.go.jp/

　前年度に全額免除・納付猶予が承認され、継続申請を申し出ている人は、引き続き全額免除・納付猶予に該当
するか審査を行いますので申請は不要です。
　ただし、所得の申告をしていない人は審査できませんので、忘れずに所得申告をしてください。

　全額免除・納付猶予を承認された人が、翌年度以降も引き続きその申請を希望する場合は、翌年度か
らは申請書の提出は不要です。
　ただし、失業または震災等による損害を理由とする全額免除・納付猶予または一部納付の場合は、毎
年申請が必要となり、失業を理由とする場合には離職票等の添付が必要です。

全額免除 3/4納付
（1/4免除）

1/2納付
（1/2免除）

1/4納付
（3/4免除）

若年者納付猶予
学生納付特例 保険料未納

年金を受ける資格期間には 算入される 算入されない

保険料を完納し
た場合と比べて
年金額は

平成20年度以前
の免除期間

1/3で
計算

5/6で
計算

2/3で
計算

1/2で
計算 計算されない 計算されない

平成21年度以降
の免除期間

1/2で
計算

7/8で
計算

3/4で
計算

5/8で
計算 計算されない 計算されない

障害・遺族基礎年金を
受ける場合 保険料納付済期間と同じ扱い 受給できない

場合あり

後から保険料を納付する場合 10年以内なら【追納】できる 10年以内（注）な
ら【後納】できる

年金
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▶詳しくは「広報御所」5月号または5月発送の「特定健診受診券」【ピンク色の封筒】をご覧ください。

 6月から「特定健診」始まっています！
（実施期間：12月31日㈬まで）

御所市国民健康保険（国保）にご加入のみなさん

健診料1,000円のままで、今年もさらにお得！「貧血検査」「心電図検査」が追加！！

国保保険課 保険第1係☎内線256・259

平成25年度(平成26年5月現在)の特定健診受診率…34.6％。平成24年度より約4％アップしました。
平成26年度は、受診率45％を目指しています。

　特定健診で分かるのは、メタボリックシンドロームだけではありません。高血圧や糖尿病、脂質異常も
わかります。生活習慣を改善し心疾患（心臓病）や脳血管疾患（脳卒中）になる前にストップをかけるチ
ャンスです！早めに改善に取り組むことで、将来の医療費の軽減にもつながります。

ご自身の健康の
ために!

特定健診を受診
しましょう!!

あいチャン かも～ン君

御所市特定健診応援イメージキャラクター

＝受診券が届いていない人・紛失した人へ＝
受診券を再発行します。本人確認ができる身分証明書（保険証、運転免許証等）を持って、保険課（市役所 
新館1階）にお越しください。その場で交付します。また、ご自宅への郵送も可能です。ご連絡ください。

特定健診・特定保健指導に関して、
さまざまな案内のお電話や訪問をさせていただいています。

【一部を《アトラス情報サービス㈱》へ業務委託しています。ご理解いただきますようお願いいたします。】
○特定健診受診のお勧め（かも～ン君補助金や集団健診のお得情報等）
○特定健診以外の健診を受けた（受けられる）人へ健診結果提出のお願い
○健診受診後に特定保健指導対象になられた人へ利用のご案内
○健診結果により医療機関への受診案内や生活改善についてのアドバイス
○生活習慣病予防、改善のため講座等のご案内　など　　　　　　　　　　

宝
く
じ
助
成
金
を

活
用
し
て
整
備

企
画
政
策
課 

企
画
係

☎
内
線
3
2
3

　
一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ

ー
で
は
、
宝
く
じ
の
普
及
広
報
事
業

費
と
し
て
受
け
入
れ
る
受
託
事
業
収

入
を
財
源
と
し
て
、
地
域
住
民
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
助
成
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
ほ
ど
、
平
成
26
年
度
事

業
と
し
て
、
左
記
自
治
会
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
備
品
の
整
備
を
行
い
ま

し
た
。

〔
平
成
26
年
度
〕

◉
栗
阪
自
治
会

　※
平
成
27
年
度
以

降
の
助
成
事
業
に

つ
い
て
は
、
現
時

点
で
は
未
定
で
す
。



9 広報 御 所  2014(平成26)年7月号

市役所は☎62-3001

く
ら
し

●有効期間　8月1日～平成27年7月31日の1年間　※途中で75歳になる人は、誕生日の前日まで。
●医療機関にかかるとき
　8月1日以降、今回送付する「高齢受給者証」を保険証と一緒に医療機関窓口に提示してください。
※これから70歳になる人は…
　70歳の誕生月の翌月（1日が誕生日の人は当月）から適用になります。適用月の前月下旬に送付します。

高齢受給者証（70～74歳）をお持ちの人へ
・・・7月下旬に、新しい「高齢受給者証」を送付します・・・

●一部負担割合
区分（70 ～ 74歳の人） 生年月日 一部負担割合

「一般」（「現役並み所得者」以外）
昭和19年4月1日以前生まれ 1割
昭和19年4月2日以降生まれ 2割

「現役並み所得者」（※） （生年月日にかかわらず） 3割
※「現役並み所得者」とは…
　同一世帯に住民税課税所得（調整控除が適用される場合は控除後の金額）が145万円以上の被保険者がい
る方。ただし、住民税課税所得が145万円以上でも、下記のいずれかに該当する場合は、『一般』の区分と
なります。
⑴被保険者1人で収入が383万円未満
⑵同一世帯の70歳以上75歳未満の被保険者が2名以上で合計収入が520万円未満
⑶被保険者1人で、同一世帯の後期高齢者医療制度への移行で国保を脱退した被保険者を含めた合計収入が
520万円未満

　他の医療保険制度等に加入しても、自動的には御所市国保を脱退しません（75歳到達時の「後期高齢者医
療保険」加入を除く）。
　他の医療保険制度に加入した場合は、下記のものを持って、保険課（市役所 新館1階）で国民健康保険を
脱退するための届け出をしてください。
　手続きをしないでいると、引き続き国民健康保険税がかかりますので、必ず手続きをお願いします。
《手続きに必要な持ち物》
◯新しい保険証（他の医療保険に加入したすべての人のもの）
◯（不要となる）御所市国保の保険証（御所市国保を脱退する人のもの）
◯印鑑（認印）

他の医療保険制度加入時は届け出が必要です

国保

経済センサス‐基礎調査・商業統計調査

◉「経済センサス－基礎調査」…事業所・企業の基本的構造を明らかにすることを目的として実施します。
◉「商業統計調査」…商業の実態を明らかにすることを目的として実施します。
　調査員が訪問しましたら、調査の意義・重要性をご理解いただき、提出（回答）にご協力いただきま
すようお願いします。

総務省・経済産業省・都道府県・市区町村

平成26年7月1日㈫

御所市国民健康保険（国保）にご加入のみなさん
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7月の各種無料相談日程表 ※変更になる場合があります。
※祝日は開催しません。

御 所 市 人 権 問 題
啓発活動推進本部

※便槽の周囲はよく整理し、特にふたの上や通路には物を置かないようにしてください。
※留守にされる場合は、隣近所の人にお願いしておいてください。
※都合で日程を１～２日変更する場合があります。

㈲環境処理センター☎62-1919

7月の自治会別し尿収集日程表

相 談 名 日 曜 時 間 場 所 問い合わせ先 備 考
交通事故相談 3 木 10:00 ～ 15:00 市役所本館3階 第4会議室 市民課☎内線242
行 政 相 談 8 火 13:30 ～ 16:00 市役所本館2階 第5会議室 市民課☎内線242

税 務 相 談 10 木 13:30 ～ 16:00 市役所本館2階 第5会議室 税務課☎内線547 奇数月の第2木曜日に開催（ただし3月は開催しません)

女性法律相談 人権施策課
☎65-2210

先着6人（1人30分）
予約は平日に左記へ

人 権 相 談 3
17 木 13:00 ～ 16:00 人権センター図書室

人権施策課
☎65-2210

消費生活相談
毎週木 10:00 ～ 16:00 市役所新館1階 市民課 市民課☎内線242

毎週 月 10:00 ～ 16:00 葛 城 市 役 所葛城市役所商工観光課
☎69-3001

心配ごと相談 毎週火 13:00 ～ 15:30 御 所 市
社 会 福 祉 協 議 会

社会福祉協議会
☎63-2457

悩みを持つ人々の相談窓口
となり問題解決に努めます

教 育 相 談 毎週

月
火
木
金
 9:30 ～ 16:30 市青少年センター(葛公民館内)

市青少年センター
☎67-1896

子どもの成長、いじめ、非行、
不登校など、教育上の疑問や
悩みごとをご相談ください

日 曜 収集地区名
1 火 楢原、宮戸、西寺田、豊田

2 水 森脇、東名柄、井戸、佐田、
多田、名柄

3 木 増、関屋、南郷、
さくらが丘荘園、元町

4 金 三室新町、三室、幸町住宅
5 土 幸町、宮戸団地

7 月 秋津団地、鴨神上・下、
東佐味

8 火 朝妻、僧堂、西佐味、伏見、
高天

9 水
鳥井戸、林、船路、北窪、
極楽寺、西北窪、五百家、
持田、栗阪

10 木 小殿、冨田、下茶屋、西垣内、
南寺田、條、出走、南郷

11 金 室、池之内、今出、緑ヶ丘

12 土 蛇穴、北十三、南十三、
出屋敷、柳原、今城

14 月 茅原、緑町、玉手、北方、
中方

15 火 東寺田、本馬、北方

日 曜 収集地区名

16 水 上方、原谷、今住、樋野、
戸毛

17 木 戸毛、稲宿

18 金 古瀬、川合、奉膳、水泥、
朝町、新田

22 火 重阪、小林
23 水 小林、櫛羅

24 木 櫛羅、東松本、葛城台団地、
大広町

25 金
柳田町、東松本、末広町、
新地町、宮前町、西町、
西柏町、東久保町

28 月

国鉄御所駅前通り、鴨口町、
西久保本町、中本町、本町、
御国通り1・2・3丁目、
神宮町、六軒町、柿ヶ坪町、
御堂魚棚町、旭町、南中町、
中央通り1・2丁目、東辻

29 火
豊年橋通り、御門町、
大橋通り1・2・3丁目、
東松本、栄町、寺内町、
都町、代官町、柳町、竹田

30 水
葛城台西（浄化槽清掃）

31 木
7/1 金 楢原、宮戸、西寺田、豊田

今月は開催しません
（次回は8月に開催予定）
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幸
い
で
す
。

会
員
一
同
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！ 御

所
川
柳
倶
楽
部

欲
し
い
も
の
何
に
も
な
い
の
が
問
題
だ

阿
部　

望
美　

葛
城
台

お
互
さ
チ
ャ
ラ
で
し
め
よ
う
こ
の
話

井
上
美
津
子　

御
国
通
り
一

好
き
と
書
く
小
指
背
中
に
す
が
り
つ
く

岡
本
ま
み
子　

大
橋
通
り

古
希
過
ぎ
て
子
ら
を
師
と
す
る
パ
ス
ポ
ー
ト

大
國
谷
全
代　

東
辻

あ
の
星
へ
届
く
ポ
ス
ト
を
探
し
て
る

北
谷　

敦
美　

茅
原

の
ほ
ほ
ん
と
独
り
暮
ら
し
の
皿
洗
う

北
谷　

詔
子　

茅
原

趣
味
多
彩
心
の
糧
と
し
て
生
き
る

窪　
　

和
代　

栄
町

糸
染
め
て
見
果
て
ぬ
夢
を
追
っ
て
編
む

米
田
百
合
子　

三
室

母
好
み
う
ぐ
い
す
色
の
ワ
ン
ピ
ー
ス

永
田　

京
子　

佐
田

カ
ー
ド
社
会
温
い
絆
が
風
に
な
る

仲
村　

周
子　

末
広
町

生
年
月
日
間
違
い
な
い
か
注
射
針

西
田　

八
郎　

末
広
町

ま
だ
ま
だ
と
深
み
に
は
ま
る
老
い
の
欲

藤
田
万
亀
の　

柏
原

春
嵐
さ
く
ら
さ
く
ら
で
白
い
道

古
岡　

愉
司　

北
十
三

ポ
ス
タ
ー
の
笑
顔
爽
や
か
三
分
咲
き

𠮷
井
テ
イ
子　

御
門
町

人
の
世
は
ま
さ
か
の
坂
の
登
り
降
り

吉
川
美
和
子　

森
脇

絆
と
言
う
糸
の
長
さ
で
円
を
描
く

上
田　

幸
一　

市
外

病
室
の
す
っ
ぴ
ん
妙
に
い
と
お
し
い

岡
本
佐
知
子　

市
外

古
稀
も
過
ぎ
仕
分
け
作
業
が
追
っ
て
来
る

久
保　

幸
子　

市
外

秤
な
ど
い
ら
な
い
プ
ロ
の
一
掴
み

前　

愛
子　
　

市
外

　
御
所
恋
唄
　

♪
い
つ
か
二
人
で
歩
き
た
い
…
♪

　
ご
縁
が
あ
っ
て
『
葛
城
の
山
々
に
抱
か
れ
て
』
と
い
う
唄

を
自
作
し
、
機
会
あ
る
た
び
に
披
露
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、

も
う
何
年
に
な
る
の
だ
ろ
う
…
。（「
広
報
ご
せ
」
平
成
25
年

3
月
号
に
掲
載
）

　

こ
こ
数
年
来
、
市
内
の
あ
る
介
護
セ
ン
タ
ー
か
ら
年
2
回

の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
開
催
の
ご
依
頼
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

ギ
タ
ー
を
抱
え
て
伺
い
、
定
番
と
な
っ
た
こ
の
曲
を
い
つ
も

気
分
良
く
歌
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
き
た
の
で
あ
る
が
…
。
あ

る
日
の
こ
と
、
そ
こ
の
所
長
さ
ん
曰い
わ

く
、｢

こ
の
曲
、
確
か
に

え
え
曲
や
け
ど
…
そ
の
何
て
い
う
か
…
も
う
ち
ょ
っ
と
色
気

の
あ
る
曲
作
っ
て
み
た
ら
ど
う
で
っ
か
？
そ
れ
に
1
曲
だ
け

や
っ
た
ら
Ｃ
Ｄ
も
出
さ
れ
し
ま
へ
ん
で
…
も
う
1
曲
作
り
な

は
れ
！｣

と
エ
ー
ル
の
よ
う
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
よ
う
な
お

言
葉
を
頂
戴
し
た
。
私
が
初
め
て
人
前
で
ギ
タ
ー
と
と
も
に

唄
を
歌
う
き
っ
か
け
を
作
っ
て
く
だ
さ
っ
た
の
も
そ
の
所
長

さ
ん
。
こ
の
五
十
男
に
恋
だ
の
、
は
た
ま
た
色
気
だ
の
と
…
。

　

し
か
し
、
日
頃
高
齢
者
福
祉
の
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
る
中
で
、
今
は
も
う
絶
滅
し
た
と
思
っ
て
い
た

大や
ま
と
な
で
し
こ

和
撫
子
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
女
性
に
お
会
い
す
る
こ
と

が
あ
る
…
。
奥
ゆ
か
し
く
、
お
し
と
や
か
で
、
優
し
く
、
そ

し
て
可
愛
く
て
気
品
の
あ
る
…
。
そ
の
よ
う
な
人
と
古

い
に
し
えを
偲し

の

ん
で
ご
一
緒
に
散
歩
を
…
私
が
大
好
き
な
御
所
ま
ち
や
一
言

主
神
社
、
九
品
寺
を
…
。

そ
よ
か
ぜ
便
り

そ
よ
か
ぜ
便
り

　

は
か
な
い
五
十
男
の
夢
を
描
き

な
が
ら
作
っ
て
み
た
ら
…
ち
ょ
っ

と
良
い
感
じ
の
ラ
ブ
ソ
ン
グ
が
…

メ
ロ
デ
ィ
ー
も
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン

グ
？
歌
謡
曲
？
ち
ょ
っ
と
い
い
感

じ
！
聴
い
て
く
だ
さ
っ
た
人
に
よ

る
と
、「
こ
っ
ち
の
方
（
カ
ッ
プ
リ

ン
グ
曲
・
い
わ
ゆ
る
B
面
）
が
し
っ

と
り
し
て
て
え
え
や
ん
！
」
と
の
声

も
。
市
役
所
の
あ
る
課
長
さ
ん
も
！

果
た
し
て
、
い
つ
の
日
に
か
、
私
の

こ
の
2
曲
が
Ｃ
Ｄ
化
さ
れ
る
こ
と

が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
？

　
♪
御
所
ま
ち
の
恋
♪

一
　
い
つ
か
二
人
で
歩
き
た
い
　

　
　
本
町
あ
た
り
の
あ
の
小
道

　
　
御
所
ま
ち
の
通
り
雨
　

　
　
肩
寄
せ
て
　
偲
び
ゆ
く

二
　
い
つ
か
二
人
で
歩
き
た
い
　

　
　
葛
城
山
の
田
舎
道

　
　
一
言
の
お
願
い
を
　

　
　
肩
寄
せ
て
　
偲
び
ゆ
く

三
　
い
つ
か
二
人
で
歩
き
た
い
　

　
　
お
寺
の
裏
の
つ
づ
ら
道

　
　
幾
千
の
石
仏
　

　
　
肩
寄
せ
て
　
偲
び
ゆ
く

　
　
御
所
ま
ち
の
通
り
雨
　

　
　
肩
寄
せ
て
　
偲
び
ゆ
く

高
齢
者
ふ
れ
あ
い
の
集
い

平
成
25
年
11
月
23
日
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 図書館へ
ようこそ！

図書館は☎65-2580

http://www.library.gose.nara.jp/
【開館時間】　9時～ 17時
は休館日 は整理日(休館)

日 月 火 水 木 金 土
1

6 7 5 6 10 11 12
13 14 15 16

8 9
17 18 19

2 3 4 5

20 21 22 23 24 25 26
3027 28 29

7月　図書館カレンダー

31

●図書館スタッフによる読み聞かせ
　4日㈮　10時30分～
●おはなしを楽しむ会
　12日㈯・26日㈯　10時30分～
●絵本を楽しむ会
　18日㈮　10時30分～
♪児童書コーナーにて♪

✿７月のイベント✿

♣ 新 着 図 書 と 今 月 の お す す め ♣
一　般　書

書　　名 著 者・出 版 社
遠回りがいちばん遠くまで行
ける

有川　真由美/著
幻冬舎

黒部の山賊 伊藤　正一/著
山と渓谷社

100％得をするふるさと納税
生活

金森　重樹/著
扶桑社

全部見えるスーパービジュ
アル脳・神経疾患

服部　光男/監修
成美堂出版

Wi-Fi接続事典 村上　俊一/著
秀和システム

親の家をどう片づける 上東　丙唆祥/著  
実業之日本社

救助のためのクルマの壊し方
日産クリエイティブサービス陸別
ProvingGround・車両管理課レスキュー隊/著 
近代消防社

オードリーのローマ ルドヴィカ・ダミアーニ/編集
六耀社

新郎のあいさつ新婦の手紙 近藤　ともこ/著  
永岡書店

宝塚物語 葦原　邦子/著  
国書刊行会 

児　童　書（中高生も含む）
書　　名 著 者・出 版 社

こころのふしぎ　
なぜ？どうして？

大野　正人/原案・執筆
高橋書店

世界のともだち〈09〉
バングラデシュ

石川　直樹/写真・文 
偕成社

安全につかえる！理科実験・
観察の器具図鑑

横山　正/監修 
ポプラ社

海のサバイバル 洪　在徹/文
朝日新聞出版

母と子のおやすみまえの小
さなお話

渡辺　弥生/監修
ナツメ社

かぜのでんわ いもと　ようこ/作・絵
金の星社

プリンちゃんとモンブラン
ばあば

なかがわ　ちひろ/文
理論社

ゲームシナリオを書こう！ 川上　大典/編著
青弓社

大鏡（ストーリーで楽しむ
日本の古典〈6〉）

那須田　淳/著
岩崎書店

■一般書■

米澤　穂信／編 
文藝春秋

不思議な物語、意地悪な話、
恐ろしい結末、驚愕の真相…。
作家・米澤穂信が、アメリカ、
イギリス、フランス、中国な
ど、世界中から傑作小説を厳
選。全15作品を収録した珠玉
のアンソロジー。

『世界堂書店』

■児童書■
『ななちゃんのたなばた』（年少向け紙芝居）

やすい　すえこ／脚本
　　童心社

▶このほかにも新しい図書があります。
▶図書館のホームページで、蔵書の検索や
貸出中の本の予約もできます。

夏休みといえば……やっぱり

読書！新たな世界が拓
ひら

けるよ♪

夏休み期間
特別貸出

7月16日㈬
   ～ 8月28日㈭
1人10冊３週間
貸出いたします

【夏休み読書感想文 課題図書】

7月1日㈫より1人につき1冊を1週間貸出
いたします。（予約も1人1冊まで。）
夏休み期間中に少しでも多くの人が利用
できるよう、ご協力をよろしくお願いい
たします。

「お友だちができますように」という願いごとを書いた
短冊が風で飛ばされてしまいました。ななちゃんが探す
と、星の子が短冊を押さえてくれていて…。季節の楽し
い行事「七夕」を描いた紙芝居。
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氏名 学年 学校名
主　将 東 浦 大 二 朗 6年 大正小

筧　  竜 征 5年 大正小
杉 山   　 陸 4年 大正小
森　 剣 之 助 3年 名柄小
木 村 竜 司 6年 名柄小
佐 藤 亮 太 6年 掖上小
長 尾 武 政 3年 大正小
北 村 健 人 4年 名柄小
多 田 友 哉 3年 大正小
瓜 阪 優 晴 3年 大正小
深 澤 玲 央 3年 大正小
淺 村 光 希 3年 大正小

監　督 長 尾 成 剛
（指導者）コーチ 生 野 秀 紀

コーチ 深 澤 正 樹

《
敬
称
略
》

  全国大会出場決定！

　県ブロック別予選で準優勝した「御所ジュニアスラッガーズ（軟式少年野球）」。来る7月25日に開幕する「第19回
高野山旗全国学童軟式野球大会」に出場が決定し、市役所で壮行会（激励会）が開催されました。市長から「仲間を
信じること。野球に取り組める環境、それを支えてくれる周りの人たちに感謝すること。この夏、ひと回り大きく成
長してください」との激励に「いっぱい練習して勝ち進みたい」と応じた選手たち。ご活躍、ご健闘を期待しています。

御所ジュニアスラッガーズ

図書館は☎65-2580 図書館へ
ようこそ！

特集コーナーへGO! ▶▶警察官の階級って？
図書館では、TV番組や映画化された刑事ドラマ・ミステリーの関連
本を特集中！おなじみの警察関係の登場人物をドラマ毎に色分けし、
階級ピラミッドにあてはめて掲示しています。
「警視長と警視正、どちらが偉いの？」など、日頃の疑問が解決でき
ます。ドラマ毎に登場人物たちの階級層の分布に特徴があることも一
目瞭然！新たな発見後に読んでみるのも、また面白いかもしれません。

○日時　8月7日㈭　10時30分～ 11時30分
○場所　アザレアホール2階　視聴覚室
○講師　中谷有香さん（紙芝居作家)
○対象　小学生とその保護者

◆◆◆◆◆◆しかけ絵本づくり
たった1枚の画用紙で楽しい「しかけ絵本」ができあがり！
どんどんめくっていくと、3つのアイテムがピョコピョコ
出たり消えたり、かくれんぼ！
夏休みの思い出に、親子でそれぞれ1冊ずつ作りませんか？

○定　員　10組（先着順）
○参加費　無料
○持ち物　色鉛筆・マジックなど
★7月5日㈯から図書館1階カウンターにて受付。（電話不可）

1階貸出カウンター向かいに掲示

めざせ
優勝！
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け
ん
こ
う

「けんこう」ページのお問い合わせ等は、特に記載のない限り、健康推進課　☎62-3001　内線451へ。

事業名 対象者 実施日 受付時間 場所 持ち物・内容

母
子
保
健
事
業

4か月児健診 4か月児 
〔個人通知します〕 7月10日㈭ 13:15

 ～13:30

い
き
い
き
ラ
イ
フ
セ
ン
タ
ー

【持ち物】
健康診査票（健診）
母子手帳
バスタオル（乳児）
筆記用具
※診査票は記入してご持参ください。

乳 児 相 談 7か月・10か月児
〔個人通知なし〕 7月10日㈭ 9:30

～10:30

3歳6か月児健診 3歳7～ 8か月児
〔個人通知します〕 7月24日㈭ 13:00

～13:30

子育てサロン 市内在住の
  子どもと保護者

7月11日㈮
7月25日㈮

10:00
～16:00 子どもたちの遊べるスペースを開放。

集
団
予
防
接
種

Ｂ Ｃ Ｇ
※予約不要

生後3か月～
12か月未満児
〔個人通知なし〕 13:50

～14:20

【持ち物】
母子手帳〔必携〕、予防接種の予診票
※予診票は予防接種手帳から切り離
し、記入・押印してご持参ください。
※子どもの健康状態がよく分かる保
護者同伴でお越しください。

４種混合ワクチン
※予約不要

生後3か月～
7歳6か月未満児
〔個人通知なし〕

7月15日㈫

2か月に1回実施し
ています。次回は、
8月19日㈫です。

◇◆予防接種の注意事項◆◇

7月　いきいきライフセンター　保健事業

　夏の暑さにご用心！

◎接種の際には、母子手帳、予防接種の予診票を必ずご持参ください。
◎予診票をお持ちでない人は交付しますので、お問い合わせください。
◎保護者の人は、予防接種の安全性・有効性などをよく理解し、計画的に接種してください。
◎接種期間外は任意接種（有料）。特にBCG接種は生後12か月未満と接種期間が短いのでご注意ください。

　
熱
中
症
等
の
病
気
は
、
屋
外
や
ス
ポ
ー
ツ
中
だ
け
で
な
く
、
屋
内

で
も
、
温
度
・
湿
度
が
高
い
場
合
に
発
症
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

特
に
高
齢
者
や
子
ど
も
は
、か
か
り
や
す
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
の
で
、

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

熱
中
症
を
疑
っ
た
と
き
は

●
涼
し
い
日
陰
や
ク
ー
ラ
ー
の
効
い
た
室
内
な
ど
へ
移
動
す
る
。

●
衣
類
を
ゆ
る
め
て
休
む
。

●
体
を
冷
や
す
。（
氷
や
濡ぬ

ら
し
た
タ
オ
ル
を
手
足
に
当
て
る
。）

●
水
分
を
補
給
す
る
。（
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
な
ど
を
少
し
ず
つ

何
回
に
も
分
け
て
補
給
す
る
。）

●
意
識
が
な
い
、
発
熱
が
続
く
、
け
い
れ
ん
を
起
こ
す
、
そ
ん

な
時
は
大
至
急
、
医
療
機
関
へ
運
ぶ
。

▼
熱
中
症
…
熱
射
病
の
ひ
ど
い
状
態

▼
熱
射
病
…
夏
、
閉
め
切
っ
た
暑
い
部

屋
や
車
の
中
に
長
時
間
い
た
場
合
に
起

こ
る
。

▼
日
射
病
…
夏
の
暑
い
日
に
屋
外
で
強

い
直
射
日
光
を
頭
や
う
な
じ
に
浴
び
た

場
合
に
起
こ
る
。

●
立
ち
く
ら
み
、め
ま
い
、

　
吐
き
気
が
す
る
。

●
こ
む
ら
返
り
が
起
こ
る
。

●
体
が
ぐ
っ
た
り
し
て
、

　
力
が
入
ら
な
い
。

●
大
量
の
汗
を
か
く
。

●
ズ
キ
ン
ズ
キ
ン
と
し
た

　
頭
痛
が
す
る
。

こんな症状には注意！

●
外
出
時
は
必
ず
帽
子
や

　
日
傘
を
使
う
。

●
水
分
補
給
は
こ
ま
め
に

　
行
う
。

●
無
理
を
せ
ず
体
調
に
あ

　
わ
せ
て
行
動
す
る
。

熱
中
症
を
予
防
す
る
に
は
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逆
流
性
食
道
炎

　
逆
流
性
食
道
炎
と
は
、
本
来
は

一
方
通
行
で
あ
る
食
道
か
ら
胃
へ

の
流
れ
が
食
道
へ
逆
流
す
る
こ
と

に
よ
る
病
気
で
す
が
、
昨
今
の
グ

ル
メ
ブ
ー
ム
の
た
め
か
最
近
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
主
な
症
状
は
ゲ
ッ
プ
、
胃
痛
、

腹
部
膨ぼ

う
ま
ん
か
ん

満
感
、
胃
も
た
れ
、
胸
や

け
や
口
の
苦
味
な
ど
で
す
。
ま
た

頑
固
な
空か

ら
せ
き咳
が
認
め
ら
れ
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

　
食
道
に
は
、
胃
と
違
い
胃
酸
か

ら
の
粘
膜
防
御
機
能
が
無
い
た

め
に
食
道
の
粘
膜
が
傷
つ
き
や
す

く
、
そ
れ
ら
の
症
状
が
出
現
し
ま

す
。
原
因
は
ま
ず
胃
酸
分ぶ

ん
ぴ
つ泌
が
増

え
る
こ
と
で
す
。
不
眠
や
ス
ト
レ

ス
、
刺
激
物
摂
取
や
喫
煙
、
高
脂

肪
高
タ
ン
パ
ク
食
、
甘
い
物
の
食

べ
す
ぎ
な
ど
は
胃
酸
分
泌
を
増
や

し
ま
す
。

　
ま
た
胃
の
中
の
圧
力
が
増
え
る

こ
と
も
原
因
で
す
。
肥
満
や
前ぜ

ん
く
つ屈

姿
勢
、
早
食
い
、
ズ
ボ
ン
や
ベ
ル

ト
の
締
め
過
ぎ
な
ど
で
す
。

　
診
断
は
胃
内な

い
し
き
ょ
う

視
鏡
で
出
来
ま
す

の
で
こ
れ
ら
の
症
状
が
気
に
な
れ

ば
食
道
癌が

ん

や
胃
癌
な
ど
と
の
鑑か

ん
べ
つ別

を
行
う
た
め
に
も
、
早
め
に
専
門

医
の
受
診
が
重
要
で
す
。

　
治
療
は
胃
酸
分
泌
を
抑
え
る
薬

剤
や
粘
膜
保
護
剤
な
ど
を
用
い
ま

す
が
、
治
療
効
果
は
比
較
的
良
好

で
す
。

　
し
か
し
、
前
述
し
た
よ
う
に
基

本
的
な
原
因
は
食
事
内
容
を
含

む
生
活
習
慣
や
胃
の
入
口
の
筋
肉

の
た
る
み
で
、
再
発
も
多
く
認
め

ら
れ
ま
す
。
逆
流
性
食
道
炎
を
繰

り
返
す
と
食
道
の
胃
へ
の
出
口
が

狭
く
な
る
こ
と
も
あ
り
、
生
活
面

や
食
事
内
容
の
見
直
し
が
必
要
で

す
。

奈
良
県
医
師
会

　

食中毒を防ごう！
ポイント①▶▶▶調理
☞下準備で台所は汚れていませんか？
☞調理は十分に加熱をしていますか？
○タオルやふきんは、こまめに取り替え、乾いた
清潔なものを使いましょう。
○加熱を十分に行うことで、食中毒菌がいたとし
ても退治することができます。目安は、中心部
の温度が75℃で１分以上加熱することです。
○肉は生食を避け、十分に加熱しましょう。
○生肉を扱った調理器具は、すぐに洗剤で洗い、
熱湯等で消毒しましょう。
○調理を途中で中断するときは、細菌が繁殖しな
いよう冷蔵庫に入れ、再び調理するときは、十
分に加熱しましょう。
○電子レンジを使う場合は、電子レンジ用の容器
やふたを使い、調理時間に気を付けましょう。
また、熱の伝わりにくいものは、ときどきかき
混ぜましょう。
○調理前や調理中に限らず、トイレの後は、石け
んと流水で十分に手洗いをしましょう。

ポイント②▶▶▶冷蔵庫
☞正しい冷蔵庫の使用方法は知っていますか？
○容器に入れたりラップで包んで保存しましょう。
○詰めすぎず、冷気の通り道を空けましょう。容
量の7割が目安です。

○温かい食品は冷ましてから冷蔵しましょう。
○表面の水分は拭

ふ

き取ってから入れましょう。
○ドアを頻繁に開け閉めすると、庫内の温度が上
がってしまいます。開け閉めは必要最小限にし
ましょう。
○月に一度は、庫内の大掃除を心掛けましょう。

ポイント③▶▶▶食事
☞手洗いをしていますか？
☞調理後すぐに食べていますか？
○清潔な手で、清潔な器具を使い、
清潔な食器に盛りつけましょう。
○調理前の食品や調理後の食品
は、室温で長く放置しないように。Ｏ

オーイチゴナナ
-157

は、室温でも15～20分で2倍に増えます。

ポイント④▶▶▶残った食品
☞残った食品は放置せず冷蔵庫に保存していますか？
☞再加熱は十分ですか？
○残った食品は、きれいな食器を使って冷蔵庫に
保存しましょう。
○残った食品は、早く冷えるように浅い容器に小
分けして冷蔵庫に保存しましょう。
○残った食品を温め直すときも十分に加熱しまし
ょう。目安は75℃以上です。みそ汁やスープ
は沸騰するまで加熱しましょう。
○時間が経

た
ち過ぎたら、思い切って捨てましょう。

少しでも怪しいと思ったら、食べずに捨てまし
ょう。
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健
康
な
体
を
つ
く
り
、
バ
ラ
ン

ス
の
良
い
食
べ
方
や
食
事
の
マ
ナ

ー
な
ど
良
い
習
慣
を
身
に
つ
け
る

た
め
、
食
育
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

料
理
を
つ
く
る
楽
し
み
を
通
じ
て
、

親
子
で
食
育
に
つ
い
て
話
し
合
い

ま
し
ょ
う
。

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

▼
日
時
　
８
月
5
日
㈫
・
８
月
8
日
㈮　

　
　
　
　
10
時
〜
12
時
30
分
　

※
い
ず
れ
か
一
日
の
参
加
と
な
り
ま
す
。　

▼
場
所
　
い
き
い
き
ラ
イ
フ
セ
ン
タ
ー

▼
内
容
　
当
日
の
お
楽
し
み
♪

▼
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、
ふ
き
ん
、
手
ふ
き

▼
参
加
費
　
子
ど
も
1
0
0
円　
大
人
２
０
０
円

▼
定
員
　
18
組

▼
申
し
込
み
方
法　
7
月
29
日
㈫
ま
で
に
電
話
で
健
康
推

進
課
へ
。

▼
欠
席
の
場
合
　
材
料
発
注
の
都
合
に
よ
り
、
7
月
29
日

㈫
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
当
日
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。（
実
費
を
徴
収
し
ま
す
）

◎
主
催
　
御
所
市
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会

親
と
子
の
食
育
教
室

　　
野
菜
た
っ
ぷ
り
で
、
旬
の
食
材
を
使
っ
て
簡
単
に
作
れ

る
料
理
で
す
。
最
近
「
体
重
や
体
脂
肪
が
気
に
な
る
」「
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
血
圧
が
上
が
っ
て
き
た
」
と
お
感
じ
の

人
、
健
康
づ
く
り
に
興
味
の
あ
る
人
は
、

奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
人

▼
日
時
　
7
月
18
日
㈮　
10
時
〜
13
時

▼
場
所
　
い
き
い
き
ラ
イ
フ
セ
ン
タ
ー

▼
内
容
　
当
日
の
お
楽
し
み
♪

▼
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、
ふ
き
ん
、
手
ふ
き

▼
参
加
費
　
3
0
0
円
（
材
料
費
）

▼
定
員
　
25
人

※
申
し
込
み
人
数
が
5
人
以
下
の
場
合
、
中
止
と
な
り
ま

す
。

▼
申
し
込
み
方
法　
7
月
11
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
健
康
推

進
課
へ
。

▼
欠
席
の
場
合
　
材
料
発
注
の
都
合
に
よ
り
、
7
月
11
日

㈮
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
当
日
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。（
実
費
を
徴
収
し
ま
す
）

◎
主
催
　
御
所
市
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会

シ
ニ
ア
料
理
教
室

健
康
・
栄
養
相
談

　
高
血
圧
・
高
脂
血
症
、
糖
尿
病
な
ど
で

通
院
中
の
人
や
健
診
で
要
医
療
・
要
指
導

に
な
っ
た
人
、
健
康
・
食
事
に
つ
い
て
聞

い
て
み
た
い
こ
と
が
あ
る
人
な
ど
、
ど
な

た
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
生
活
を
少
し

見
直
し
、
血
圧
や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
、

血
糖
値
を
改
善
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
栄

養
士
・
保
健
師
と
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
相
談

が
で
き
ま
す
。

▼
対
象　
御
所
市
に
住
民
票
が
あ
る
20
歳

以
上
の
人
で
、
健
康
・
栄
養
・
禁
煙
に
つ

い
て
相
談
を
希
望
す
る
人

▼
日
程　
8
月
18
日
㈪　

▼
時
間　
13
時
〜
15
時
の
間
で
個
別
相
談

　
※
事
前
予
約
制
で
す
。

▼
場
所　
い
き
い
き
ラ
イ
フ
セ
ン
タ
ー

▼
内
容　

①
血
圧
測
定
、
体
重
・
体
脂
肪
・
内
臓
脂

肪
測
定
、
検
尿
、
汁
物
塩
分
量
測
定
（
希

望
者
）、
呼
気
中
一
酸
化
炭
素
濃
度
測
定

（
喫
煙
者
）

②
栄
養
士
に
よ
る
食
事
相
談

③
保
健
師
に
よ
る
健
康
・
運
動
・
禁
煙
に

つ
い
て
の
相
談

▼
定
員　
先
着
15
人
程
度　

▼
費
用　
無
料

▼
申
し
込
み
方
法　
8
月

11
日
㈪
ま
で
に
、
電
話
で

健
康
推
進
課
へ
。

自分や家族の健康のために　楽しい毎日のために
作ってみよう！おいしいごはん♪
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ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
毎
月
、
に
こ
に
こ
楽
々
ペ
ー
ス

で
楽
し
く
歩
い
て
い
ま
す
。
ど
な

た
で
も
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

　
7
月
13
日
㈰　

　
9
時
30
分
〜
12
時
ご
ろ

※
8
時
時
点
で
雨
の
場
合
は
中
止
。

▼
行
き
先　
市
内

　
（
当
日
の
お
楽
し
み
）

▼
集
合
〔
9
時
30
分
ま
で
に
〕

　
い
き
い
き
ラ
イ
フ
セ
ン
タ
ー

▼
持
ち
物　
タ
オ
ル
、
お
茶

▼
申
し
込
み　
不
要

﹇
主
催
﹈
ス
マ
イ
ル
ク
ラ
ブ

　
（
健
康
づ
く
り
推
進
員
Ｏ
Ｂ
会
）

◉
８
月
は
お
休
み
で
す
。

若
さ･

体
力
を
維
持
す
る

簡
単
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

　
簡
単
に
で
き
る
内
容
で
、
み
な

さ
ん
楽
し
く
運
動
し
て
い
ま
す
。

　
運
動
の
あ
と
は
マ
ッ
サ
ー
ジ
で

リ
ラ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
♪
先
生
か
ら

ひ
と
言
健
康
ア
ド
バ
イ
ス
も
あ
り

ま
す
。

▼
対
象　
40
歳
以
上
の
人

▼
日
時

　
7
月
４
日
㈮
、
８
月
１
日
㈮

　
受
付
13
時
30
分
〜（
開
始
14
時
）

※
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
先
生
に

よ
る
１
時
間
の
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

▼
場
所

　
い
き
い
き
ラ
イ
フ
セ
ン
タ
ー

▼
費
用　
1
回
5
0
0
円

▼
持
ち
物　
水
分
補
給
用
の
水
ま

た
は
お
茶
、
タ
オ
ル
、
室
内
用
シ

ュ
ー
ズ

※
動
き
や
す
い
服
装
で
。

▼
申
し
込
み　
不
要

﹇
主
催
﹈
ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ

太
　
極
　
拳

　
太
極
拳
の
効
果
〜
適
度
な
全
身

運
動
・
大
脳
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
・
血

液
循
環
の
促
進
・
背
中
ま
っ
す
ぐ

若
返
り
〜

●
ス
マ
イ
ル
太
極
拳（
入
門・初
級
）

※
初
心
者
O
K
で
す
。

※
ス
マ
イ
ル
ク
ラ
ブ
（
健
康
づ
く

り
推
進
員 

O
B
会
）
メ
ン
バ
ー

と
太
極
拳
を
楽
し
く
学
び
ま
す
。

　
7
月
7
日
㈪
、
8
月
4
日
㈪

▼
時
間　
13
時
30
分
〜
15
時
ご
ろ

▼
場
所　
い
き
い
き
ラ
イ
フ
セ
ン

タ
ー

▼
持
ち
物　
水
分
補
給
用
の
水
ま

た
は
お
茶
、
タ
オ
ル
、
室
内
用
シ

ュ
ー
ズ
（
靴
底
の
薄
い
も
の
）

▼
申
し
込
み　
不
要

＊　
＊　
＊　
＊　
＊　
＊

●
太
極
拳
講
座
（
24
式
）

　
7
月
は
お
休
み
で
す
。

い
き
い
き
サ
ロ
ン
ほ
っ
と

　
み
ん
な
で
歌
っ
た
り
、
ゲ
ー
ム

を
し
た
り
、
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が

ら
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象　
市
内
在
住
の
40
歳
以
上

の
人

▼
内
容　

○
歌
や
ゲ
ー
ム
な
ど
の
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン

▼
日
時　
7
月
28
日
㈪

　
　
　
　
13
時
30
分
〜
15
時

▼
場
所　

　
い
き
い
き
ラ
イ
フ
セ
ン
タ
ー

▼
申
し
込
み　
不
要

奈
良
県
医
師
会
の
学
術
部
会
が
行
う

無
料
健
康
相
談

【
目
の
健
康
相
談
を
除
き
要
予
約
】

▼
内
容
と
日
時

目
の
健
康
相
談
【
予
約
不
要
】

　
7
月
8
日
㈫　
14
時
〜
15
時

精
神
科
に
関
す
る
健
康
相
談

　
7
月
9
日
㈬　
10
時
〜
11
時

内
科
疾
患
に
関
す
る
健
康
相
談

　
7
月
25
日
㈮　
14
時
〜
15
時

▼
場
所　
奈
良
県
医
師
会
館
1
階

県
民
健
康
サ
ー
ビ
ス
室

〔
近
鉄
大
和
八
木
駅
か
ら

北
へ
徒
歩
約
7
分
〕

▼
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

奈
良
県
医
師
会
各
主
催
部
会

☎
0
7
4
4
・
22
・
8
5
0
2

鼻
に
関
す
る

講
演
会
・
無
料
相
談

▼
日
時　
8
月
7
日
㈭

　
　
　
　
14
時
30
分
〜
16
時
30
分

▼
場
所
　
奈
良
県
医
師
会
館
2
階

会
議
室　

（
橿
原
市
内
膳
町
５
の
５
の
８
）

〔
近
鉄
大
和
八
木
駅
よ
り
徒
歩
7
分
〕

▼
内
容

○
講
演　

「
鼻
の
病
気
と
治
療
」

〔
講
師
〕
奈
良
県
立
医
科
大
学

耳
鼻
咽
喉
・
頭
頸
部
外
科
学
教
室

教
授　
北
原 

糺た
だ
しさ

ん

○
無
料
相
談

鼻
を
含
め
耳
鼻
咽
喉
科
全
般
に
関

す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

〔
担
当
〕
耳
鼻
咽
喉
科
専
門
医

▼
申
し
込
み
　
不
要

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
奈
良
県
医
師

会
耳
鼻
咽
喉
科
部
会
事
務
局

☎
0
7
4
4
・
22
・
８
５
０
２

　

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
ル
ー
ム

　
天
気
を
気
に
せ
ず
、
好
き
な
時

間
に
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
運
動
し

ま
せ
ん
か
！

▼
対
象
　
御
所
市
に
住
民
票
が
あ

る
20
歳
以
上
の
人
　

▼
持
ち
物
　
室
内
用
運
動
靴
、
飲

み
物
、
タ
オ
ル

▼
実
施
日
　
毎
週
月
曜
日
〜
金
曜

日
（
祝
休
日
は
除
く
）

▼
内
容
　
エ
ア
ロ
バ
イ
ク
5
台

▼
休
室
日
　
7
月
9
日
㈬
、
17
日

㈭
、
23
日
㈬

▼
時
間
　
9
時
〜
12
時
、
13
時
〜

16
時　
※
時
間
中
は
出
入
り
自
由

▼
場
所
　
い
き
い
き
ラ
イ
フ
セ
ン

タ
ー 

2
階
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
ル
ー
ム

《
注
意
事
項
》

○
初
め
て
ご
利
用
に
な
る
人
に
は
、

毎
月
第
1
月
曜
日
9
時
〜
10
時

に
、
エ
ア
ロ
バ
イ
ク
の
正
し
い
使

用
方
法
を
ス
タ
ッ
フ
が
説
明
し
ま

す
。
こ
の
時
間
以
外
を
ご
希
望
の

場
合
は
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。（
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
以

前
か
ら
ご
利
用
の
人
は
こ
の
時
間

帯
を
避
け
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。）

○
膝
痛
、
疾
病
な
ど
を
お
持
ち
の

人
は
、
医
師
に
相
談
の
う
え
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
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第34回御所市文化協会展覧会

5月17日～ 18日、中央公民館にて標記展覧会が開催されました。
日本画・洋画・工芸・彫塑・写真・書芸・盆栽・俳画の8部門に計
95点が出品展示され（ただし、彫塑は出品なし）、観覧に訪れた人

はみな熱心に見入っていました。
熟練の技が光る作品が肩を並べる中、市
内の高等学校に通う生徒からの出品もあ
り、今後の展覧会に新たな風をもらたし
てくれそうです。
また会期中、初心者向けに絵手紙教室と
写真教室が開催され、「肩肘張らず楽し
むのが一番」という和やかな雰囲気の中、
参加者は楽しみながら自分だけの作品を
作り上げていました。
なお、華道の部については、秋季開催を
予定しています。ご期待ください。

若きバレリーナの夢　世界へ翔
はばた

く
5月29日、御所中学校3年生の矢倉杏

もも

理
り

さんが市長を表敬訪問し、
今年9月、ウクライナへバレエ留学することを報告しました。
杏理さんは、昨年8月の全国クラシック・バレエ・コンクールの
ジュニアB部門で3位（銅賞）に入賞し、ウクライナのキエフバレ
エカレッジへの入学を推薦されていましたが、ついに念願の一歩
を踏み出すこととなりました。カレッジは、コンクールに入賞し、
選ばれた人しか入学することのできない非常に狭き門。4年間の
鍛錬を積み、修了の証であ
る「ディプロマ」を目指す
のが彼女にとって最初の目
標です。
中学校3年生といえば、一
人で海外に出るのもまだま
だ不安な年頃。そんな不安
を微

み

塵
じん

も感じさせず、とて
も冷静に、それでいてバレ
エへの強い意志を持つ姿に

は、一人の若きバレリーナとしての熱い思いが満ち満ちていました。
「ウクライナでは昨年から政情不安が続いていますが、送り出す家族
としては不安はありませんか？」という市長の問いかけに、「もちろ
ん不安はありますが、それでも彼女の積年の夢を後押ししてあげた

い」というご家族の力強い言葉がありました。
市長は、「家族の支援があってこそ夢に近づけることに感
謝の気持ちを、そして夢を目指して揺るぎない信念を持
ち続けている矢倉さんを誇りに思う」と語り、はなむけ
にと杏理さんへ「誇

こ

夢
む

」と書いた色紙を贈りました。
ディプロマを取り、その後、世界の歴史ある著名なバレ
エ団で活躍するバレリーナになりたいという杏理さん。
スポーツの世界では平岡選手のオリンピック銅メダルと
いう栄光が御所に輝きをもたらしてくれています。
次なるわがまち期待の星、14歳のバレリーナは、芸術の
分野でまた世界に名を轟

とどろ

かせてくれるかもしれません。
ご活躍をお祈りしています！
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地元の特産品である葛
くず

を子ども達に味わい知ってもらいた
いと、6月4日、㈱井上天極堂のご協力により、秋津幼児園
の子ども達が保護者と一緒に葛もち作りを体験しました。
「葛ってどんな植物かな？どんな食べ物に変身するのか
な？」実際に葛の根を見ながら説明してもらった後は、お
待ちかねのクッキングタイムです。葛粉と砂糖、水をお鍋

に入れてかき
混ぜ、火にかけて焦げないように杓

しゃくし

子でグルグル…。そのうち
だんだんと透明感が出て、もっちりとしたら、小さな容器に取
り分け、最後に容器ごと水を張ったボウルに沈めて冷まします。
葛の絵本を読んでもらいながら、待つこと５分。ぷるんぷるん
の葛もちが完成しました。きな粉と黒蜜をかけて食べると「お
いしい！」と子ども達は大喜びの様子でした。
意外と簡単に出来るちょっぴり贅沢な手作り和スイーツ、たま
にはお家でも作ってみませんか？

6月6日、全国商工会青年部連合会からの呼びかけ「“絆”
感謝運動」に応じ、地域貢献
活動の一環として、御所市商

工会青年部（吉田誠志部長）が
清掃活動に取り組みました。
12人の青年部員が葛城公園内や
葛城川河川敷、周辺道路のごみ
集め。まちの美化に努めました。
自分たちのまちをきれいに保て
るよう、日頃から一人ひとりが
心がけたいですね。

御所市商工会青年部　清掃活動

ぷるるん美味しい！葛もち作り

小学生が京奈和自動車道の工事現場を見学

御所、掖上、秋津小学校の児童が京奈和自動車道（大和御所道路＝御
所区間）の工事現場見学会に参加しました。
平成24年3月に橿原高田～御所インターチェンジ間が開通した大和御
所道路。今回見学会が開かれたのは、御所インターから南へすぐの「本
馬高架橋」現場です。安全のため、普段着慣れないヘルメットを被っ
て、仮設階段から橋上に上がりました。

橋上では、道路の説明を聞いたあと、アスファルトや型枠、鉄筋、鋼材などの見本に実際に手で触れてみ
たり、大きくたわむものの割れないコンクリート「PC板」に大
人数で乗ってみたりしました。橋上からさらに高いところに設
けられた仮設の展望台からは、市内や大和平野が一望でき、「小
学校が見えた」「葛城山！」「開通前の工事中に歩いた道路が見
える」などと口々に話してくれました。
子どもたちは大きな構造物を目の前にドキドキしながら、普段、
めったに上がることのできない高架道路の現場見学を存分に楽
しみ、学習できたようです。
今後も工事が進められ、御所～御所南インターチェンジ間は平
成26年度中に開通予定となっています。
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親子の絆を結ぶお手伝い！子育ての楽しさ、見つけましょう♪

御所市増355　社会福祉法人 恵愛保育所内☎・ 66-2233

こひつじ地域子育て支援拠点事業  ひろば型

御所市委託による 　　地域子育て支援センター“こひつじ”

子どもは友だちとの
遊びのなかでお互い
にまねをしながら大
きくなります。

　  7月のひろば
事業名 開催日 時間・場所 事業内容

赤ちゃんひろば
（1歳半未満の赤ちゃん）

  2日㈬ 

9:30 ～ 12:00
恵愛ホール　ほか
（恵愛保育所内）

＊親子でふれあい遊びや七夕飾りを楽しみましょう
季節の歌、わらべうた遊び、ひとこと育児アドバイス

23日㈬ ＊ペットボトルでおもちゃを作りましょう
手遊び、絵本の読み聞かせ、ひとこと育児アドバイス

30日㈬
＊初めての水遊びを楽しみましょう（※晴天時）
わらべうた遊び、絵本、ひとこと育児アドバイス
（持ち物）着替え、水遊び用おむつ、バスタオルなど
大人は濡れてもよい服装でお越しください。

こひつじひろば
（1歳半以上の未就園の子ども）

 3日㈭

9:30 ～ 12:00
恵愛ホール　ほか
（恵愛保育所内）

＊親子で七夕飾りを作って遊びましょう
季節の歌、体操、リトミック、絵本、ひとこと育児アド
バイス

24日㈭
＊夏の遊びを楽しみましょう
季節の歌、体操、リトミック、絵本、ひとこと育児アド
バイス（持ち物）着替え

31日㈭
＊水となかよし！プールで遊びましょう（※晴天時）
わらべうた遊び、絵本、ひとこと育児アドバイス
（持ち物）水着、帽子、着替え、タオルなど
大人は濡れてもよい服装でお越しください。

親も親同士の交わりの
なかで、新しい子ども
の姿に気づき、親とし
て自分を見つけ成長し
ていきます。

この２つを願い、地域子育て支援センター
"こひつじ"では、いろいろなかたちでみなさん
の子育てを支援していきます。
子どもは愛され見守られて成長し、大人は育てる
ことを学び育ちます。大人も子どもも、共に育ち
合い成長しましょう。

♣子育て相談…子育ての悩みなどありましたらいつでもお声掛けください。電話でも随時受付しています。
♣一時預かり保育…ご相談ください。
◇その他、詳しくは地域子育て支援センター“こひつじ”へお問い合わせください。

※都合により、変更になる場合があります。お出かけの際はお確かめください。

今月のおひさまひろば、こひつじサロンはお休みです。
※ホールでの飲食はできません。※続けて遊びに来られる人は登録が必要です。

こひつじを巣立って幼稚園、保育所、学校に通っている
お友達。懐かしい場所に遊びに来ませんか？

恵愛バサーは、地域の人と保育所の保護者、園児、
大人も子どもも世代を超えた出会いと交流の場、語
らいの場です。
◆日時　7月20日㈰　10時～ 14時
◆場所　恵愛保育所

恵愛バザー
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市役所は☎62-3001
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近畿財務局からのお知らせ

 悪質な投資勧誘に
ご注意ください！

　「未公開株」「私募債」「ファンド」「不動産」「エネルギー資源」等々、さまざまな
投資商品を騙

かた
った「投資詐欺」が発生しています。

　悪質業者は、言葉巧みに投資話を持ちかけ、すぐに取引しないと権利がなくなる
などと急がせ、早くお金を渡すように要求してきます。

「ほんとうかな？」「おかしいな？」と思ったら…
お金
4 4

を渡す前に、迷わず下記のホットラインに相談してください！

きんざい金融ホットライン
☎06-6949-6259（平日9時～17時）

　大規模な災害が発生して、万一、水道の供給が停止したときに、市民のみなさんが敷地内に所有されて
いる「井戸」の水を、生活用水（清掃用・トイレ用・洗濯用等の水）として利用させていただくため、「災
害時生活用水協力井戸」（以下「協力井戸」という。）への登録を、平成25年度から実施しています。
　近年、各地域では自主防災組織を結成し、さまざまな訓練や講習会が開催され、自主防災活動の中で、す
でに井戸の活用についての取り組みを進めているところもありますが、登録済みの協力井戸は、まだまだ
少ないのが現状です。万一に備えるため、市民のみなさんのご協力をお願いいたします。
　登録（ご協力）いただける場合等、詳しくは生活安全課 防災係へお問い合わせください。

災害時生活用水
協力井戸

※災害時に使用する場合には、自治会等の役員の立ち会
いの下で、井戸水を提供していただくことを基本とし、
利用時間については、6時から20時までの間で協議の上、
所有者が認める時間とします。
※災害時に使用した場合に、下水道料金が増加する部分
については減免します。

引き続き登録を募集しています

＝＝対象となる井戸＝＝
○市内に所在すること。
○生活用水または事業用水として使用して
　いること。
○水をくみ上げるための設備を有すること。
○生活用水として使用できる水質であること。

■問い合わせ先　生活安全課 防災係☎内線592

災害時、みなさんの家の「井戸」の使用にご協力ください。



22広報 御 所  2014(平成26)年7月号

市役所は☎62-3001

お
知
ら
せ

青少年の非行・被害防止運動
7月は強調月間・8月は強化月間

　現在社会において、ケータイやスマホ（携帯電話）はもはや子どもたちの生活に欠かせない存在とな
っています。また、情報化社会にあっては、インターネットは世界中のさまざまな情報を調べることが
できる便利なもので、それを「使いこなす力」がこれからの社会においては必要不可欠です。
　ところで、保護者のみなさんは、子どもたちがどのような場所・環境で、どのようなインターネット
サービスを利用しているか知っていますか？スマホをはじめとするモバイル機器の普及により、メール
やＳＮＳ（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）の利用、ゲームなどのアプリの課金など、イン
ターネットの使い方が急激に変化しています。
　「交通安全ルール」と同じように、自分自身を守りながらインターネットを適切に利用できるようにな
るためには、保護者や周りにいる大人がインターネットの特徴を十分に理解したうえで、子どもたちを
適切に指導し、そして見守ることが大切です。

▶▶▶ 子どものケータイ・スマホ ◀◀◀

★ケータイ・スマホ　３つのポイント★

どんな時に使う
⇒時間が心配！

（例）
□食事中は使わない
□お風呂には持ち込まない
□夜●●時を過ぎたら利用しない
□利用は1日●●分まで
□家ではリビングで使う
□充電器はリビングに置く

● ● 何のために使う
⇒やりとりが心配！

（例）
□個人情報は書かない
□他人の悪口は書き込まない
□迷惑メールに返信しない
□チェーンメールは転送しない
□知らない人からメールが来たら
保護者に報告する

● ● 使うための約束
⇒料金が心配！

（例）
□明細で料金を確認する
□料金が●●円を超えたらこづか
いで払う（翌月はケータイを使え
ない）
□勝手に会員登録やダウンロード
をしない

● ●
我が家の「オリジナル・ルール」を作ってみよう！ (参考：文部科学省資料)

⑴適切にケータイ・スマホを利用させましょう。
　子どもの成長に合わせた機器を持たせ、目的や
使い方などのルールを話し合いましょう。
⑵家庭のルールを子どもと一緒に作りましょう。
　子どもが使おうとしているサービス
の内容を一緒に確認し、また、利用状
況を保護者がチェックするルールを作
りましょう。

⑶インターネットの閲
えつらん
覧には「フィルタリング」

を設定しましょう。
　インターネットの有害なページを閲覧できない
ようにする仕組みが「フィルタリング」です。フ
ィルタリングのレベルにはいくつかの種類があり
ますので、子どもの年齢や判断能力に応じたレベル
を設定してください。わからなければ、購入窓口や
携帯電話会社へ問い合わせをして利用しましょう。

御所市青少年センター教育相談室のご案内（臨床心理士が相談に応じます）
　子どもに関するいろいろな悩みごとや相談ごとなどを
お受けするため、相談室を開設しています。「学校へ行き
たがらない」「なぜかイライラしている」…子どもの様
子が気にかかる、心配ごとがあるけれど、だれに相談し
ていいのかわからないなど、どんなことでも結構です。
お気軽にご相談ください。秘密は厳守します。
（市内在住の人ならどなたでもご利用できます。）

◉相談は予約制です。まずは電話で申し込
んでください。
◆相談日　月・火・木・金曜日
　（祝日、年末年始を除く）   　
◆時間　9時30分～ 16時30分
◆問い合わせ先・場所　☎67-1896
　御所市青少年センター（戸毛979番地の1）   

なお、子ども対象に「カウンセリング（プレイセラピー）」も同時に実施しています。
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◆募集部門
◯一般部門　高校生以上の人（学生・一般は問いません）
◯ジュニア部門　中学生に限ります
◆募集規格
◯サイズ　B4 サイズ程度（257mm× 364mm）
◯出展票　必要事項を記入して作品裏面に貼付
◯着　色　色彩も重要な審査対象
◯出展数　一人３点まで
◯デザインの対象　男・女用、子ども・大人用、季節等
　　　　　　　　　は問いません

第 27回サンダル履物
デザインコンテスト〔募集〕

◆募集期限　7月1日㈫～9月10日㈬
◆応募・問い合わせ先
〒639-2301　御所市元町1番地の1
御所市産業振興センター内　「サンダル
履物コンテスト実行委員会」係
☎62-1688　　62-0906　

「Evolution & real value」
（エヴォリューション ＆ リアル　ヴァリュー）

～進化と真価～

テーマ

産業振興センター　第29回地場産品展示・即売会　出店者募集
◆開催日　10月25日㈯・26日㈰　　◆開催場所　御所市産業振興センター

　市内・県内の安全安心な地場産品をみなさんに安価で提供し、地場産品の需要拡大を図るため、展示
即売会を開催します。趣旨に賛同していただける各種団体、市内企業や個人商店の新規出店を募集します。
申し込み方法や注意事項など詳しくは、下記へお問い合わせ下さい。
◆募集期間　7月1日㈫～ 31日㈭　　※応募多数の場合は抽選等で決定します。
◆問い合わせ先　御所市産業振興センター内「サンダル履物コンテスト実行委員会」
　　　　　　　　☎62-1688　　62-0906

陶
芸
づ
く
り
を

         
楽
し
も
う
！

《会場案内図》

◆
対
象
　
小
・
中
学
生
、
高
校
生
（
小
学
生
低
学
年
は
保
護
者
同
伴
）

◆
日
時
　
7
月
27
日
㈰　
9
時
〜
受
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
時
30
分
〜
開
始　
※
終
了
予
定
11
時
30
分

※
作
品
は
8
月
末
頃
に
お
渡
し
す
る
予
定
で
す
。

◆
場
所
　
葛
学
童
保
育
所
（
旧
戸
毛
児
童
館
）〔
戸
毛
1
0
3
5
番
地
の
1
〕

◆
持
ち
物
　
汗
ふ
き
用
タ
オ
ル
、
水
筒
（
汚
れ
て
も
良
い
服
装
で
）

◆
定
員
　
先
着
35
人
　
◆
費
用
　
無
料

◆
申
し
込
み
方
法
　
7
月
15
日
㈫
ま
で
に
、
電
話
で
左
記
へ
。

※
申
し
込
み
時
に
、
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
学
校
名
、
学
年
、
電
話
番
号
（
自

宅
か
保
護
者
の
携
帯
電
話
等
）
を
お
聞
き
し
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
（
㈪
〜
㈮ 

8
時
30
分
〜
17
時
15
分
）

　
御
所
市
青
少
年
セ
ン
タ
ー
〔
葛
公
民
館
内
〕 

☎
67
・
1
8
9
6

◉主催　奈良県青少年指導員
　　　　御所市協議会

好
き
な
作
品
を
自
分
で
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

夏
休
み
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　算数への関心を高め、算数力の向上を図ることを目的に、計算力・思考力
大会を開催します。
　6回目となる今回も昨年同様、小学6年生(5年生も可)の参加はもちろん、
自分の算数力を試したい18歳以上の人も参加していただけます。
　この大会を通じて、計算力や応用力、ひらめきといった思考力を試しつつ、
楽しみながら算数に親しんでみませんか。優秀者にはその栄誉をたたえ表彰
を行います。優勝あるのみ！の人も、とりあえずチャレンジ！の人も、どし
どしご参加ください。
　さあ、栄冠は誰の手に！ご応募をお待ちしています。

◆日　時　　8月24日㈰　10時集合　11時40分終了
　　　　　　▷10時20分～ 10時40分　修行その壱（計算力問題100問）
　　　　　　▷10時50分～ 11時30分　修行その弐（思考・活用力問題5問）
◆場　所　　〈北部会場〉県立奈良高等学校（奈良市法蓮町836番地） 　　　　　　
　　　　　　〈南部会場〉県立青翔高等学校（御所市525番地）※「大人の部」は南部会場のみ
◆対象・　　◎大人の部（18歳以上）　　　　1,000円
   参加費 　  ◎小学6年生の部（5年生も可）　　500円
　　　　　　※参加費は大会当日に持参してください。
◆持ち物　　筆記用具、定規、修行参加票（参加票は申し込み受付後に送付します）
◆表　彰　　えんのおづぬ賞、堺屋太一賞、計算力・思考力向上委員長賞、奨励賞
◆申し込み方法　専用の申込書を持参、郵送またはファックスで下記へ。
◆申し込み期限　御所市教育委員会事務局生涯学習課【締切日 7月31日㈭】
　※市内の各小学校に通う児童は、学校でも申し込み【締切日 7月18日㈮】できます。

算学修行“えんのおづぬ杯”
役 小 角

役
えんのおづぬ

小角

◆申し込み・問い合わせ先
　　　　 御所市教育委員会事務局　生涯学習課（市役所新館3階）
　　　　 〒639-2298　御所市1番地の3 　☎内線691　　62-8510
◉申込書は生涯学習課にあるほか、御所市ホームページからもダウンロードできます。
◉昨年の問題と解答、その他詳細については、御所市ホームページをご覧ください。
　　　　　  http://www.city.gose.nara.jp/gyousei/syougai/5mathfesta.html
◎主催　　計算力・思考力向上委員会
◎共催　　御所市、御所市教育委員会
◎後援　　文部科学省、奈良県教育委員会、奈良新聞社、朝日新聞奈良総局、産経新聞奈良支局、
　　　　　毎日新聞奈良支局、読売新聞奈良支局、NHK奈良放送局、奈良テレビ放送
◎協賛　　奈良県農業協同組合（JAならけん）

第6回 計算力・思考力大会
大人も

、子ど
もも

参加者
求む！

今
年
の
夏
、
算
学
修
行
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

今年は堺屋太一先生
からの出題にも挑戦!!
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生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
活
力
あ
る
明
る
く
豊
か

な
県
民
生
活
の
樹
立
を
目
指
し
た
、
県
民
総
参
加
の

ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
、『
な
ら
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
』（
総
合
開
会
式
7
月
6
日
㈰
）
が
開
催
さ
れ

る
に
あ
た
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
6
月
29
日
㈰
・

7
月
6
日
㈰
・
10
日
㈭
・
13
日
㈰
の
4
日
間
、
第
65

回
奈
良
県
民
体
育
大
会
が
県
内
外
各
会
場
で
開
催
さ

れ
ま
す
。

　

御
所
市
か
ら
は
、
左
表
の
13
種
目
に
総
勢
1
5
8

人
の
選
手
が
出
場
し
ま
す
。
各
種
目
の
代
表
は
予
選

を
勝
ち
抜
い
た
精
鋭
で
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご

声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

期　日 種　目 会　　　場
6/29 ボウリング オ プ ト ボ ウ ル タ カ ダ

7/6

サッカー 奈良県フットボールセンター
ソフトテニス 橿 原 公 苑 明 日 香 庭 球 場
陸上競技 橿 原 公 苑 陸 上 競 技 場
水　泳 宇 陀 市 室 内 温 水 プ ー ル

グラウンド・ゴルフ 御 所 市 民 運 動 公 園
7/6・13 ソフトボール男子 広陵町第二浄化センタースポーツ広場
7/10 ゲートボール 長柄総合運動公園天理健民運動場

7/13

家庭婦人バレーボール 桜井市芝運動公園総合体育館
少林寺拳法 奈 良 市 中 央 体 育 館
クレー射撃 三 重 県 上 野 射 撃 場

ウエイトリフティング 橿原公苑第１体育館トレーニング室
空手道 宇 陀 市 総 合 体 育 館

御 所 市 代 表 の 出 場 種 目

ならスポーツフェスティバル 第65回 奈良県民体育大会
生涯学習課☎内線695御所市選手団にご声援を！

■対象　市内在住の小学生以下の子ども
　※小学3年生以下の人は保護者と一緒
　に参加してください。
■日時　7月26日㈯
　12時45分～　受付
　13時～ 　　　開会式
　13時10分～　おはなしの会
　13時30分～　反戦アニメ映画
　14時10分～　ミュージック・ケア
　14時50分～　閉会式
　15時　　　　終了予定　
■場所　アザレアホール（御所市13番地）
■持ち物　水筒、タオル
■定員　150人（先着順）

～考えよう！「いのち」と「平
へいわ

和」の大切さ～

＆  人権と平和を考えるつどい
第22回広がれ輪と和・みんなのつどい

■申し込み方法　7月18日㈮までに、参加申込書に必要事項を
記入のうえ、持参、ファックスまたは郵送で下記へ。電話で
も受け付けます。
（参加申込書は、 生涯学習課〔市役所新館3階〕および人権施策
課〔人権センター〕にあります。）
■申し込み・問い合わせ先
　〒639-2298　御所市1-3　御所市教育委員会事務局
　生涯学習課　☎内線693・　62-8510
　〒639-2244　御所市柏原235　御所市人権センター
　人権施策課　☎65-2210・　65-2207
【共同開催】御所市青少年を育てる女性のつどい
　　　　　　（日赤奉仕団、更生保護女性会、JA女性部）
　　　　 　 御所市教育委員会 生涯学習課
　　　　　 御所市市民安全部 人権施策課

子どもたち集まれ～！親子で考えよう！！

　人と出会い、ふれあうすばらしさを実感し、子どもも大人も一緒になって、人権や平和を身近なもの
として考える豊かな心を育て、子どもたちの健全育成に役立てましょう。今年のテーマは、“考えよう！
『いのち』と『平

へいわ

和』の大切さ”です。さあ、みんなで楽しく学習しましょう！！

参加してくれたみなさんにプレゼントがあります！
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平 成 2 6 年 度

★平成26年度の国民健康保険税率・賦課限度額について
医療分 支援金分 介護分

所得割率 7.28% 1.82% 1.10%
資産割率 24% 6% 5%
均等割額 19,600円 4,900円 5,400円
平等割額 19,600円 5,000円 5,400円
限 度 額 510,000円 140,000円 120,000円

■問い合わせ先　税務課 市民税係☎内線546・547
国民健康保険税について

平成26年度国民健康保険税納税通知書は、7月10日㈭発送予定です。

※国民健康保険税は、所得に応じて賦
ふ か
課する『所

得割』、固定資産に応じて賦課する『資産割』、人
数に応じて賦課する『均等割』、１世帯あたりに
定額で賦課する『平等割』の４つの合計額になり
ます。この合計額が、計算上限度額を超えていた
としても、賦課する額は限度額までとなります。

　平成26年度の税制改正により、前年中所得が一定額以下の世帯の負担軽減を目的とする均等割・平等割
額の5割軽減及び2割軽減判定の際の軽減基準所得が引き上げられます。
　軽減基準所得が下記の基準以下の場合に、均等割・平等割額がそれぞれの割合で軽減されます。

★均等割・平等割額の軽減措置の拡充について

改正前 改正後（平成26年度から）
7割軽減 33万円以下 33万円以下（変更なし）

5割軽減 33万円＋（24.5万円×世帯主を除く国保
被保険者の人数） 33万円＋（24.5万円×国保被保険者の人数）

2割軽減 33万円＋（35万円×国保被保険者の人数） 33万円＋（45万円×国保被保険者の人数）
※被保険者数には特定同一世帯所属者（御所市国保から後期高齢者医療制度へ移行された人）も含まれます。
※所得の申告がされていれば、自動的に軽減判定を行いますので申請は不要です。ただし、世帯内に未申告者がい
た場合は、たとえ所得がない場合でも軽減対象となりません。

（平成25年度と変更ありません）

♪さまざまな体験をして、交流を深めよう♪

◉対象　市内在住の小学5年生～中学3年生
◉活動内容　カッター、キャンプファイヤ―、
レクリエーション、クラフトなど
◉募集人数　30人（定員を超過した場合は抽選）
◉参加費　6,000円（食費・保険料等）
　※事前研修会実施時に持参してください。
◉事前研修会
◇日時　7月19日㈯　10時～ 11時30分
◇場所　中央公民館（元町）
　※参加者は必ず出席してください。

◉申し込み方法　※はがき1枚でひとり申し込み。
《往復はがき（郵送）》
往復はがき（往信裏面）に参加申込者の住所、
氏
ふりがな
名、生年月日、学校名、学年、電話番号を明

記し、下記まで郵送してください。
《窓口（持参）》※電話申込は不可。
通常はがきの宛名面に参加申込者の住所、氏名
を、裏面に参加申込者の氏

ふりがな
名、生年月日、学校

名、学年、電話番号を明記し、生涯学習課（市
役所新館3階）へ持参してください。

青少年サマーキャンプ 参加者募集！

◉申し込み受付期間　7月1日㈫～ 10日㈭　
◉申し込み・問い合わせ先　生涯学習課☎内線693

〒639-2298　御所市1番地の3　御所市教育委員会事務局生涯学習課「サマーキャンプ」係

◇と　き　8月8日㈮～ 10日㈰〈2泊3日〉
◇ところ　国立吉備青少年自然の家（岡山県加賀郡吉備中央町吉川）
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区 分 請求件数 全面開示 ① 部分開示 ② 不開示（却下）③ 不 存 在 取り下げ 公 開 率
開示請求 9件 6件 1件 1件 0件 1件 87.5%
開示申出 4件 3件 0件 0件 0件 1件 100%

平成 2 5 年 度 　 行 政 文 書 開 示 状 況

　公開率（%）＝（①＋②）÷（①＋②＋③）×100
　※請求が複数の文書にわたり、処理内容が異なる場合は、重複して計上しています。

区 分 請求件数 全面開示 ① 部分開示 ② 不 開 示 ③ 不 存 在 却 下 取り下げ 公 開 率
開示請求 3件 2件 0件 0件 1件 0件 0件 100%

平成 2 5 年 度 　 個 人 情 報 （ 自 己 情 報 ） 開 示状況

　公開率（%）＝（①＋②）÷（①＋②＋③）×100
　※請求が複数の文書にわたり、処理内容が異なる場合は、重複して計上しています。

平成25年度　御所市情報公開制度及び
個人情報保護制度の実施状況報告

■問い合わせ先　総務課 文書法制係☎内線235

◇行政文書開示請求件数及び請求に関する決定状況
　平成25年4月1日～平成26年3月31日の間に9件の開示請求がありました。また、実施機関が条例施行日（平
成13年4月1日）以前に作成し、または取得した情報に対する任意開示申出が4件ありました。
　これらに対する処理状況及び公開率は次のとおりです。

　

◇個人情報（自己情報）の開示請求件数及び請求に関する決定状況
　平成25年4月1日～平成26年3月31日の間に3件の開示請求がありました。なお、個人情報（自己情報）
の訂正、削除及び目的外利用または外部提供の中止の請求はありませんでした。個人情報（自己情報）の
開示請求に対する処理状況及び公開率は次のとおりです。

◇不服申立ての件数及び決定状況
　請求のあった行政文書が開示できないと決定した場合で、その決定に納得できないとき、または個人情
報の開示等の請求に対する決定について、その決定に納得できないときは、決定を知った日の翌日から起
算して60日以内に不服申立てをすることができます。不服申立てがあった場合は、御所市情報公開及び個
人情報保護審査会に諮

はか
られ、その答申を尊重して決定を行います。なお、平成25年度の不服申立てはあり

ませんでした。
　今後も適正な情報公開及び個人情報の保護に努めてまいります。

このコーナーで紹介するクラブは自
主的に運営されています。会費の必
要なクラブもあります。活動日時等
の詳細、入会などのお問い合わせは、
中央公民館へ。

　「運動不足で体を動かしたい！」「1人じゃなかなか続かない…」「どんな運動をしたら
いいのかな？」とお悩みの人におすすめ。全身の筋肉をバランスよく動かすので、体操し
た後はとても気分がスッキリします。老若男女を問わず、一緒に体操したい人を募集して
います。楽しく体を動かして、元気な毎日を過ごしましょう♪
◆場所と日程
【中央公民館】
　◇日時　◯毎週火曜日　　　　　　 9時30分～ 10時30分
　　　　　◯第1・3・5週の土曜日　13時30分～ 14時30分
【御所小学校（体育館）】
　◇日時　◯第2・4週の土曜日　　　13時30分～ 14時30分　
◆代表者　荒木　和美

「体操サークル」中央公民館  クラブ紹介
中央公民館☎62-1681
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　7月1日から、大広町、櫛羅の一部で、下水道への接続が可能になりました。（図中の■塗りつぶし箇所）
　下水道法では、供用開始の日から3年以内にくみ取り便所を水洗便所に改造し、風呂・台所などからの生
活雑排水を速やかに公共下水道に接続することが、義務付けられています。
　清潔で豊かな社会生活を営むため、ぜひ水洗化工事を行っていただき、公共下水道をご利用ください。
◎水洗化工事は、御所市排水設備等工事指定工事店で行ってください。

公共下水道の新規供用開始

公
共
下
水
道
事
業
排
水
分
担
金
（
7
万
円
）

　

分
担
金
は
、
公
共
下
水
道
管
整
備
工
事
の
費
用
の
一
部
に
充

て
る
た
め
、
下
水
道
を
使
用
さ
れ
る
み
な
さ
ん
に
負
担
し
て
い

た
だ
く
も
の
で
す
。

　
敷
地
内
の
排
水
設
備
を
公
共
下
水
道
に
接
続
す
る
際
（
排
水

設
備
の
確
認
申
請
書
提
出
時
）
に
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■問い合わせ先　都市整備課☎内線620
※御所市ホームページにも情報を掲載しています。  http://www.city.gose.nara.jp/gyousei/toshiseibi/

農
林
課
☎
内
線
６
１
３

＊＊農業水利施設での事故にご注意ください＊＊

　

　農業用のため池や用排水路、井
いせき

堰（ゲート）などの農業水
利施設では、水による事故が発生するなど危険が多く、幼い
子ども等がむやみに近付かないよう注意してください。

ため池や用排水路の周辺付近での
水遊び等は非常に危険です

奈
良
行
政
評
価
事
務
所
長

か
ら
感
謝
状
。

行
政
相
談
委
員（
総
務
省
）

　
木
村 

啓
子
さ
ん

　
市
民
課   

☎
内
線
２
４
２

　 　
行
政
相
談
委
員
の
木
村
啓

子
さ
ん
（
御
所
市
）
に
、
こ

の
ほ
ど
奈
良
行
政
評
価
事
務

所
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

　
木
村
さ
ん
は
行
政
相
談
委

員
と
し
て
委
嘱
を
受
け
、
市

役
所
で
開
設
し
て
い
る
行
政

相
談
所
に
お
い
て
地
域
の
身

近
な
相
談
相
手
と
し
て
相
談

業
務
に
従
事
、
活
躍
。
行
政

へ
の
意
見
要
望
を
受
け
、
必

要
な
助
言
や
関
係
機
関
へ
の

通
知
な
ど
、
解
決
の
促
進
に

尽
力
さ
れ
た
こ
と
が
評
価
さ

れ
た
も
の
で
す
。
今
後
ま
す

ま
す
の
ご
活
躍
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

大正中学校
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　固定資産税　第2期
　国民健康保険税（普通徴収分）　全期・第1期
　　　　　担当窓口　収税課☎内線542・548

　介護保険料（普通徴収分）　全期・第1期
　後期高齢者医療保険料（普通徴収分）　全期・第1期
　　　　　担当窓口　保険課 保険第2係☎内線252・257

《納期限》
7月31日㈭
※口座振替日　
7月31日㈭

　市税等は、私たちの暮らしを守り、御所市が発展していくさまざまな施策
や事業を推進するための貴重な自主財源です。市では、近年、差押等により
積極的に滞納整理を進めてまいりましたが、今後も一層「収納率向上と滞納
額の縮減」、「自主納付の促進」、「市税等の公平性・信頼性の確保」を図るため、
以下の取り組みを行っていきます。

滞納整理を今後も推進します

 ●自主納付・納期内納付の推進
　訪問徴収は行っていません。お近くの金融機関や市役
所担当窓口での、自主納付・納期内納付にご協力をお願
いします。
　また、納め忘れのないよう、便利で安心な、口座から
の振替納税をご利用ください。

▶市税
▶国民健康保険税
▶介護保険料 
▶後期高齢者医療保険料

　口座振替をご利用の人は、7月31日㈭が振替日となっ
ています。振替については、お手数ですが各自、通帳で
ご確認ください。なお、口座振替済通知書が必要な場合
は、上記の各担当窓口までご連絡ください。

※年（税）額を一括納付できる「全期分納付書」は、第1期
の納期限までの取り扱いとなります。ご注意ください。 

※納期限を過ぎて納付すると、延滞金・督促手数料が加
算される場合があります。発生した滞納金等を、納付
されなかった場合は、後日、滞納処分の対象となりま
す。（なお、市役所出納室窓口では、納期限を過ぎた
納付はお受けできません。上記担当窓口までお越しく
ださい。） 

●財産調査の徹底と財産差押の強化
　再三の納付催告にもかかわらず納付相談も
なく誠意がみられない、あるいは納付を拒否
する、納付誓約を守らない滞納者などに対し、
実態調査や財産調査を徹底して行い、預金や
不動産のほか、給与や生命保険、売掛金など
の差押を実施、強化しています。

●公売※の実施
　市税等の滞納により差し押さえた不動産な
どを公売により現金化して、滞納市税等に充
当します。（平成22年度は4件、23年度は2件実施）
※公売とは…市が差し押さえた財産を、入札
などの方式により、法律の規定に基づき売
却する制度です。

●納付が困難な場合や分割納付を
　希望する人はご連絡下さい。

　災害・失業等やむを得ない事情により納期
内の納付が困難な場合でも、放置したり、督
促状や催告書等を無視したりすることなく、
必ず担当窓口に連絡してください。納付相談
を行った上で、納付誓約に基づき一定期間の
分割納付により完納していただきます。

担当窓口：保険課

■問い合わせ先　収税課☎内線542・548
　　　　　　　　保険課 保険第2係☎内線252・257

担当窓口：収税課

～自主納付・納期内納付にご協力を！～

★忘れずに納付してください★

自主納付を推進しています



30広報 御 所  2014(平成26)年7月号

市役所は☎62-3001

お
知
ら
せ

テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
購
入
し
た

商
品
の
返
品
を
受
け
付
け
て
く
れ
な
い
。

　
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
布
団
用
掃
除
機
を
購
入
し
た
。
電
話
で
注
文
す
る
時
に
、「
操
作
は
難
し
く

な
い
か
」
と
質
問
す
る
と
「
簡
単
で
す
」
と
言
わ
れ
た
。
実
際
に
使
用
す
る
と
、
フ
ィ
ル
タ
ー
の
カ
バ

ー
が
固
す
ぎ
て
開
け
る
と
き
に
指
が
痛
く
な
っ
て
し
ま
い
、
ま
た
、
重
た
く
て
使
い
に
く
い
の
で
、
返

品
し
た
い
。業
者
は
一
度
電
気
を
通
し
た（
使
用
し
た
）も
の
は
返
品
で
き
な
い
と
い
う
。（
70
歳
代
女
性
）

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

◎
自
宅
で
手
軽
に
買
い
物
が
で
き
る
「
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
」
で
す
が
、「
返
品
の
可
否
」
な
ど
の

重
要
な
事
柄
の
表
示
時
間
が
短
か
っ
た
り
、
わ
か
り
に
く
い
こ
と
が
あ
る
の
で
、
電
話
で
き
ち
ん
と
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

◎
「
商
品
の
使
い
方
」
や
「
使
用
上
の
注
意
」、「
返
品
は
可
能
か
」
な
ど
を
よ
く
確
認
し
て
か
ら
注
文

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

☟
「
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
」
な
ど
の
通
信
販
売
で
は
、「
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
」
制
度
が
適
用
さ
れ

ま
せ
ん
。
業
者
が
返
品
の
可
否
や
返
品
期
限
に
関
す
る
特
約
を
設
け
て
い
る
場
合
は
、
そ
れ
に
従
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
特
約
が
な
い
場
合
は
、
受
け
取
っ
た
日
か
ら
8
日
以
内
で
あ
れ
ば
返
品
で
き

ま
す
が
、
す
で
に
使
用
し
て
し
ま
っ
た
商
品
は
返
品
で
き
ま
せ
ん
（
商
品
に
欠
陥
が
な
い
場
合
）。

《
御
所
市
消
費
生
活
相
談
》

◇
日
時　
毎
週
㈭
（
㈷
除
く
）
10
時
〜
16
時

◇
場
所　
御
所
市
役
所
新
館
１
階　
消
費
者
相
談
室

◇
問
い
合
わ
せ
先　

御
所
市
役
所
市
民
課　
☎
内
線
2
4
2

《
葛
城
市
消
費
生
活
相
談
》

◇
日
時　
毎
週
㈪
（
㈷
除
く
）
10
時
〜
16
時

◇
場
所　
《
奇
数
月
》
葛
城
市
役
所
新
庄
庁
舎

　
　
　
　
《
偶
数
月
》
葛
城
市
役
所
當
麻
庁
舎

◇
問
い
合
わ
せ
先　

葛
城
市
役
所
商
工
観
光
課　
☎
69
・
3
0
0
1

《
奈
良
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
》

◇
日
時　
毎
週
㈪
〜
㈮
（
㈷
除
く
）

　
　
　
　
9
時
〜
16
時
30
分

◇
問
い
合
わ
せ
先　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
中
南
和
相
談
所

☎
22
・
0
9
3
1

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
0
7
4
2
・
26
・
0
9
3
1

※
次
の
窓
口
も
利
用
で
き
ま
す
。 消

費
生
活
ア
ド
バ
イ
ス

第64回　社会を明るくする運動
7/1 ～ 8/31

～犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ～

行動目標　◎犯罪や非行をした人たちの立ち直りを支えよう
　　　　　◎犯罪や非行に陥らないよう地域社会で支えよう
　　　　　◎これらの点について、地域社会で理解と協力の輪を広げよう
重点事項　◎立ち直りを支える取組についての協力の拡大
　　　　　◎就労・住居等の生活基盤づくりにつながる取組の推進

　“社会を明るくする運動”は、すべての国民が、犯罪や非行の防止と、罪を犯した人たちの更生について
理解を深め、それぞれの立場において力を合わせ、犯罪や非行のない明るい社会を築こうとする全国的な
運動です。
　本運動の実施にあたっては、「青少年の非行・被害防止運動」、「差別をなくす強調月間」及び「奈良
県人権施策に関する基本計画」を実施する機関・団体と緊密な連携を図り、人権が尊重され、差別がな
くなり、青少年が健全に育成される、共に支え合う明るい地域づくりの実現に向け、地域住民の理解と
協力の輪を広げましょう。

「社会を明るくする運動」御所市推進委員会
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お
知
ら
せ 情　

報

暮 

ら 

し 

の

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

(
順
不
同
・
敬
称
略)

〈
御
所
市
の
た
め
に
〉

◯
御
所
市
西
寺
田　
坂
本 
幸
雄

　
１
千
万
円

〈
御
所
市
社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行
へ
〉

◯
御
所
市
未
来
の
環
境
を
考
え
る
会　10

万
円

◯
船
路
観
光
協
会　
　
　
　
　
　
1
万
円

▼
戦
没
者
遺
児
に
よ
る

慰
霊
友
好
親
善
事
業

　
一
般
財
団
法
人
日
本
遺
族
会
は
、「
戦

没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」

の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
先
の
大
戦
で
父
等
を
亡
く
し
た
戦
没
者

遺
児
を
対
象
と
し
て
、
旧
戦
域
を
訪
れ
慰

霊
追
悼
を
行
う
と
と
も
に
、
同
地
域
の
住

民
と
の
友
好
親
善
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

◆
実
施
地
域

　
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
東
部
・
西
部
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
中
国
、
ビ
ス
マ
ー

ク
諸
島　
ほ
か

◆
費
用
　
9
万
円

◆
申
し
込
み
先　

奈
良
県
遺
族
会

☎
0
7
4
2
・
22
・
3
6
5
6

◆
問
い
合
わ
せ
先　

一
般
財
団
法
人
日
本
遺
族
会　

☎
03
・
3
2
6
1
・
5
5
2
1

▼
排
水
設
備
等
工
事
業
者

新
規
指
定
と
指
定
解
除

都
市
整
備
課
☎
内
線
6
2
0

◎
新
規
指
定

　
次
の
2
業
者
を
御
所
市
排
水
設
備
等
工

事
指
定
工
事
店
に
新
規
に
指
定
し
ま
し
た

の
で
公
表
し
ま
す
。

◇
大
角
工
業

　
生
駒
郡
三
郷
町
立
野
南
3
の
28
の
21

　
☎
73
・
4
7
0
5

◇
北
門
設
備

　
生
駒
郡
三
郷
町
立
野
南
1
の
7
の
23

　
☎
32
・
5
4
2
0

◎
指
定
解
除

　
次
の
業
者
は
、
御
所
市
排
水
設
備
等
工

事
指
定
工
事
店
の
指
定
を
解
除
し
ま
し
た

の
で
公
表
し
ま
す
。

◇
㈲
太
陽
設
備
工
業
所

　
奈
良
市
西
九
条
町
3
の
6
の
15

◇
ユ
ー
キ
設
備

　
大
和
高
田
市
野
口
4
9
0
の
13

　
★
排
水
設
備
工
事
は

　
　
　
必
ず
指
定
工
事
店
へ
★

　
み
な
さ
ん
が
公
共
下
水
道
を
利
用
す
る

た
め
に
家
庭
内
の
配
管
工
事
（
排
水
設
備

工
事
）
を
行
う
場
合
、
御
所
市
指
定
工
事

店
で
施
工
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
排
水
設
備
工
事
を
行
う
際
は
、必
ず「
御

所
市
排
水
設
備
等
工
事
指
定
工
事
店
」
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

市
民
の
善
意

▼
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
の

経
営
者
の
皆
様
へ 

〜
個
人
保
証
な
し
で
金
融
機
関
か
ら
融
資

を
受
け
た
り
、
事
業
が
破は

た

ん綻
し
て
も
一
定

の
生
活
費
等
を
残
す
こ
と
が
で
き
る
ル
ー

ル
が
で
き
ま
し
た
〜 

　
経
営
者
の
個
人
保
証
に
つ
い
て
、 

⑴
事
業
活
動
に
必
要
な
資
産
は
法
人
所
有

と
す
る
な
ど
法
人
と
個
人
の
資
産
・
経
理

が
明
確
に
分
離
さ
れ
て
い
る
場
合
な
ど
に

個
人
保
証
が
不
要
と
な
る
こ
と

⑵
多
額
の
個
人
保
証
を
行
っ
て
い
て
も
、

経
営
が
行
き
詰
ま
る
前
に
、
早
め
に
事
業

再
生
や
廃
業
を
決
断
し
た
際
に
、
手
元
に

一
定
の
生
活
費
等
が
残
る
こ
と
や
、「
華
美

で
な
い
」
自
宅
に
住
み
続
け
ら
れ
る
こ
と 

⑶
保
証
債
務
の
履
行
時
に
返
済
し
き
れ
な

い
債
務
残
額
は
原
則
と
し
て
免
除
さ
れ
る

こ
と 

な
ど
を
定
め
た
「
経
営
者
保
証
に
関
す
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
が
、
中
小
企
業
庁
・
金

融
庁
主
導
の
も
と
、
策
定
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
金
融
機
関
と

相
談
し
た
い
方
、
ま
ず
は
、
中
小
企
業
基

盤
整
備
機
構
近
畿
本
部
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
ご
相
談
に
応
じ
る
ほ
か
、
必

要
に
応
じ
て
無
料
で
専
門
家
を
派
遣
い
た

し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先　

独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構

近
畿
本
部
☎
0
６
・
6
2
6
4
・
8
6
1
1

☎…電話、F…ファックス、E…Eメール、U…URL



32広報 御 所  2014(平成26)年7月号

市役所は☎62-3001

お
知
ら
せ

▼
月
曜
ア
サ
イ
チ　

ビ
デ
オ
de
面
接
チ
ェ
ッ
ク
！

　
ビ
デ
オ
で
自
分
の
面
接
を
チ
ェ
ッ
ク
で

き
る
実
践
的
な
面
接
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
す
。

な
ら
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
の
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
が
就
職
の
最
重
要
関
門
で
あ
る

面
接
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

◆
対
象　
お
お
む
ね
35
歳
ま
で
の
人
（
40

歳
代
前
半
の
不
安
定
就
労
者
を
含
む
）

◆
日
時　
毎
週
月
曜
日（
祝
休
日
は
除
く
）  

　
　
　
　
10
時
〜
11
時
　
　   

◆
場
所　
な
ら
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

〔
エ
ル
ト
ピ
ア
奈
良
内
〕

（
奈
良
市
西
木
辻
町
93
の
6
）

◆
定
員
　
各
回
先
着
２
人
程
度

◆
申
し
込
み
方
法
　
前
週
の
土
曜
日
16
時

ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
予
約
希
望

日
、
氏ふ
り
が
な名
、
住
所
（
市
町
村
名
）、
電
話

番
号
、
年
齢
、
性
別
を
左
記
へ
。

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

な
ら
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

☎
0
7
4
2
・
23
・
5
7
3
0

F
0
7
4
2
・
23
・
5
7
5
7

お
知
ら
せ 情　

報

暮 

ら 

し 

の

▼
就
職
応
援
フ
ェ
ア企業

合
同
説
明
会

　
県
内
の
注
目
企
業
約
40
社
が
会
社
概
要

や
求
人
内
容
等
を
説
明
す
る
「
企
業
合
同

説
明
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
就
活
セ
ミ
ナ

ー
、
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
無
料

職
業
紹
介
所
登
録
面
談
も
で
き
ま
す
。

◆
対
象
　
平
成
27
年
3
月
大
学
卒
業
予
定

者
お
よ
び
お
お
む
ね
35
歳
ま
で
の
求
職
者

◆
日
時　
8
月
1
日
㈮　
11
時
〜
16
時

※
申
込
不
要
、
入
場
無
料
。
時
間
内
に
会

場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
場
所　
奈
良
県
文
化
会
館

（
奈
良
市
登
大
路
町
）

◆
問
い
合
わ
せ
先

な
ら
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
（
一
社
）
奈
良
経
済

産
業
協
会

☎
0
7
4
2
・
20
・
2
2
1
0

U http://w
w
w
.pref.nara.jp/

28013.htm

▼
奈
良
で
働
き
た
い
人
を
応
援

「
ジ
ョ
ブ
な
ら
n
e
t
」                

　「
ジ
ョ
ブ
な
ら
n
e
t
」
は
奈
良
で
働

き
た
い
人
と
県
内
企
業
の
た
め
の
就
職
ポ

ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
す
。

　
ま
ず
は
、「
ジ
ョ
ブ
な
ら
n
e
t
」
に

ア
ク
セ
ス
し
、
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。
企

業
の
新
着
情
報
や
就
職
に
関
す
る
イ
ベ
ン

ト
等
の
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
自
分
を
P
R
で

き
、
企
業
へ
直
接
求
職
の
意
思
を
伝
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

奈
良
し
ご
と　
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
４
２
・
23
・
５
７
2
9

U https://w
w
w
.job-nara.pref.nara.jp/

▼
行
政
書
士
に
よ
る

相
続
・
遺
言
手
続
き
支
援

無
料
相
談
会

　
相
続
の
手
続
き
を
し
た
い
人
、
相
続
ト

ラ
ブ
ル
で
困
っ
て
い
る
人
、
円
満
な
相
続

を
ご
希
望
の
人
、
相
続
に
か
か
わ
る
す
べ

て
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
必
要
に
応
じ
て
司
法
書
士
や
税
理
士
、

弁
護
士
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
問
題
解
決

を
図
り
ま
す
。

【
御
所
会
場
】

◇
相
談
日
〔
予
約
不
要
〕

　
〈
7
月
〉
2
日
㈬
・
16
日
㈬

　
〈
8
月
〉
6
日
㈬
・
20
日
㈬

　
〈
9
月
〉
3
日
㈬
・
17
日
㈬

◇
時
間　
13
時
30
分
〜
16
時

◇
場
所　
御
所
市
社
会
福
祉
協
議
会

【
橿
原
会
場
】

◇
相
談
日
〔
予
約
不
要
〕

　
〈
7
月
〉
10
日
㈭
・
23
日
㈬

　
〈
8
月
〉
13
日
㈬
・
27
日
㈬

　
〈
9
月
〉
10
日
㈬
・
24
日
㈬

◇
時
間　
13
時
30
分
〜
16
時

◇
場
所　
奈
良
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ

ー
3
階　
〔
近
鉄
畝
傍
御
陵
前
駅
東
出
口

か
ら
北
東
へ
徒
歩
約
3
分
〕

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
行
政
書
士
（
森
田
）
☎
65
・
1
6
9
9

▼
ひ
よ
こ
教
室
（
中
央
公
民
館
ク
ラ
ブ
）

　
未
就
園
の
お
子
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
、

ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

◆
開
催
日　
7
月
1
日
㈫
、
29
日
㈫

　
　
　
　
　
8
月
19
日
㈫
、
26
日
㈫

　
　
　
　
　
9
月
9
日
㈫
、
30
日
㈫

◆
時
間　
10
時
〜
11
時

◆
場
所　
中
央
公
民
館
2
階　
和
室

◆
内
容　
お
名
前
呼
び
、
月
の
歌
、
ひ
よ

こ
の
歌
、
手
あ
そ
び
、
親
子
あ
そ
び
、
お

絵
描
き
、
折
り
紙
な
ど

◆
問
い
合
わ
せ
先

木
村
昇
子　

☎
66
・
0
3
4
3　

ま
た
は

☎
0
９
０
・
４
２
７
０
・
４
７
１
８

▼
「
ミ
ニ
機
関
車
」
運
行

〜
小
林
夏
の
イ
ベ
ン
ト
〜

　
夏
の
楽
し
い
思
い
出
に
、
子
ど
も
も
大

人
も
、
ご
家
族
、
ご
近
所
、
お
友
達
等
お

誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

◆
日
時　
7
月
16
日
㈬　
10
時
〜
15
時

※
当
日
が
雨
天
等
で
中
止
の
場
合
は
、
翌

週
23
日
㈬
に
振
り
替
え
て
開
催
し
ま
す
。

◆
場
所　
小
林
老
人
憩
い
の
家
北
側
広
場

◆
主
催
・
問
い
合
わ
せ
先

小
林
自
治
会
・
小
林
農
家
組
合

☎
0
９
０
・
３
２
７
６
・
２
０
０
０

☎…電話、F…ファックス、E…Eメール、U…URL
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▼
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

無
料
健
康
教
室

　
ラ
ジ
オ
体
操
は
、
多
く
の
健
康
効
果
に

加
え
、
地
域
の
つ
な
が
り
づ
く
り
に
も
効

果
的
で
す
。
早
起
き
か
ら
始
め
る
健
康
づ

く
り
に
つ
い
て
、
ラ
ジ
オ
体
操
の
普
及
を

行
う
北
さ
ん
、
葛
城
公
園
で
活
動
す
る
山

本
さ
ん
か
ら
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
日
時　
7
月
19
日
㈯　
10
時
30
分
〜

◆
場
所　
池
之
内
区
自
治
会
館

◆
テ
ー
マ　
「
ラ
ジ
オ
体
操
の
す
す
め
」

〜
朝
の
習
慣
で
健
康
づ
く
り
、
地
域
づ
く

り
〜

◆
講
師　

◯
奈
良
県
ラ
ジ
オ

体
操
連
盟
会
長

北 

良
夫
さ
ん

◯
山
本 

順
平
さ
ん

（
御
所
市
）

◆
申
し
込
み　
不
要

◆
問
い
合
わ
せ
先

高
齢
対
策
課
高
齢
対
策
係

☎
内
線
4
5
3・4
5
6

鴻
池
荘
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
62
・
0
5
6
7

▼
空
き
家
相
談
会

　
増
え
続
け
る
空
き
家
の
抑
制
・
再
生
の

た
め
、
県
内
に
空
き
家
を
所
有
す
る
人
を

対
象
に
相
談
会
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◆
日
時　
7
月
12
日
㈯　
13
時
〜
15
時

◆
場
所　
宇
陀
市
役
所
3
階　

３
１
２
会
議
室

（
宇
陀
市
榛
原
下
井
足
17
の
3
）

◆
申
し
込
み　
前
日
ま
で
に
電
話
で
左
記

へ
。

◆
そ
の
他　
当
日
参
加
で
き
な
い
人
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
常
設
の
相
談

も
実
施
し
て
い
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
空
き
家
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
（
㈪
〜
㈯
9
時
〜
17
時
。
祝
休
日

を
除
く
。）

☎
F
53
・
0
5
7
7

E akiyaconcierge@
ybb.ne.jp
U http://w

w
w
.akiyaconcierge.com
《
主
催
》
宇
陀
市
・
空
き
家
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

《
後
援
》
奈
良
県

▼
ご
せ
駅
前
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

☆
リ
フ
ォ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー（
ど
な
た
で
も
）

◆
日
時　
7
月
6
日
㈰
10
時
〜
11
時
30
分

☆
い
ろ
ど
り
（
子
育
て
中
の
人
）

◆
日
時　
7
月
13
日
㈰
10
時
〜
11
時
30
分

☆
お
む
す
び
こ
ろ
り
ん
《
世
代
間
交
流
》

（
ど
な
た
で
も
）

◆
日
時　
7
月
27
日
㈰
10
時
〜
11
時
30
分

◆
内
容　
折
り
紙
な
ど
で
立
体
ボ
ー
ル
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

＊　
＊　
＊　
＊　
＊

◆
場
所　
ご
せ
駅
前
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

〔
南
都
銀
行
御
所
支
店
の
北
東
向
い
〕

◆
費
用　
無
料

◆
申
し
込
み
方
法　
各
開
催
日
の
前
日
ま

で
に
、
氏
名
と
人
数
を
電
話
ま
た
は
フ
ァ

ッ
ク
ス
で
左
記
へ
。☆
当
日
参
加
も
可
能
。

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

仲な
か
ば
や
し
み
つ
よ

林
参
代

☎
0
8
0
・
8
5
3
5
・
9
6
8
7

F
62
・
3
6
6
6

▼
各
種
自
衛
官
募
集

◎
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）

※
女
子
の
募
集
は
9
月
予
定
。

◆
受
験
資
格

平
成
27
年
4
月
1
日
現
在
で
、
18
歳
以
上

27
歳
未
満
の
男
子

◆
試
験
日
　
8
月
23
日
㈯
、
24
日
㈰

（
予
備
日　
8
月
31
日
㈰
）

※
た
だ
し
、
平
成
27
年
3
月
高
等
学
校
卒
業

予
定
者
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
卒
業
予
定
者

の
た
め
の
試
験
は
、
原
則
と
し
て
9
月
16
日

以
降
に
実
施
し
ま
す
。

◆
試
験
会
場
　
航
空
自
衛
隊
奈
良
基
地

（
変
更
の
場
合
あ
り
）

◆
試
験
種
目
　
筆
記
試
験
（
国
語
、数
学
、

社
会
及
び
作
文
）、口
述
試
験
、適
性
検
査
、

身
体
検
査

◆
採
用
　
平
成
27
年
3
月
・
4
月
予
定

◆
そ
の
他　
随
時
応
募
受
付
し
て
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
奈
良
地
方
協
力
本
部
五
條
地
域
事

務
所

☎
０
７
４
７
・
22
・
３
７
８
９

募

　集

▼
赤
十
字
講
習
会
【
救
急
法
】

Ⓐ
赤
十
字
救
急
法
基
礎
講
習

8
月
23
日
㈯　
9
時
30
分
〜
14
時
30
分

Ⓑ
赤
十
字
救
急
員
養
成
講
習
《
3
日
間
》

8
月
23
日
㈯　
15
時
〜
17
時　
お
よ
び

8
月
30
日
㈯
・
31
日
㈰　

9
時
30
分
〜
17
時
《
両
日
と
も
》

◆
場
所
　
香
芝
市
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

（
香
芝
市
逢
坂
１
の
３
７
４
の
１
）

◆
受
講
料
　

　
Ⓐ
1
5
0
0
円
、
Ⓑ
1
7
0
0
円
　

◆
定
員
　
60
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

◆
受
講
条
件　
15
歳
以
上

◆
持
ち
物　
筆
記
用
具
、
昼
食

※
動
き
や
す
い
服
装
で
。

◆
申
し
込
み
方
法
　
8
月
6
日
㈬
〔
必
着
〕

ま
で
に
、
往
復
は
が
き
に
「
救
急
法
講

習
会
受
講
希
望
」
と
明
記
し
、
住
所
、

氏ふ
り
が
な名
、
生
年
月
日
、
職
業
、
電
話
番
号
、

性
別
と
受
講
希
望
内
容
（
Ⓐ
Ⓑ
両
方
、
ま

た
は
Ⓑ
の
み
）
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
Ⓐ
の
み
の
受
講
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
Ⓑ
の
み
の
受
講
は
、
現
に
有
効
な
「
基

礎
講
習
」
認
定
証
を
お
持
ち
の
人
に
限
り

ま
す
。
そ
の
場
合
は
、
申
込
時
に
必
ず
、

認
定
証
の
発
行
日
と
都
道
府
県
支
部
名
を

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
630
‐
8133　
奈
良
市
大
安
寺
1
の
23
の
2

　
日
本
赤
十
字
社
奈
良
県
支
部事

業
推
進
課

☎
0
7
4
2
・
61
・
5
6
6
6

募
　
集

☎…電話、F…ファックス、E…Eメール、U…URL
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▼
な
ら
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

「
就
活
セ
ミ
ナ
ー
」

　
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
で
就
職
活
動

の
コ
ツ
を
学
ぶ
無
料
の
参
加
型
セ
ミ
ナ
ー

で
す
。

◆
対
象　
就
職
活
動
中
の
学
生
及
び
お
お

む
ね
35
歳
ま
で
の
求
職
者
（
40
歳
代
前
半

の
不
安
定
就
労
者
を
含
む
）

◆
開
催
日 （
内
容
）

①
8
月
7
日
㈭
…
「
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
」

②
8
月
20
日
㈬
…
「
仕
事
の
探
し
方
」

③
8
月
28
日
㈭
…「
面
接
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」

◆
時
間　
13
時
30
分
〜
16
時
30
分                     

◆
場
所　

①
・
③
…
な
ら
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

〔
エ
ル
ト
ピ
ア
奈
良
内
〕

（
奈
良
市
西
木
辻
町
93
の
6
）

②
…
高
田
し
ご
と　
セ
ン
タ
ー

〔
奈
良
県
産
業
会
館
3
階
〕

（
大
和
高
田
市
幸
町
2
の
33
）

◆
定
員　
各
回
先
着
10
人
程
度

◆
申
し
込
み
方
法　
７
月
17
日
㈭
以
降
、

各
回
の
前
日
ま
で
に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク

募

　集

ス
で
、
参
加
希
望
日
（
セ
ミ
ナ
ー
名
）、

氏ふ
り
が
な名
、
住
所
（
市
町
村
名
）、
電
話
番
号
、

年
齢
、
性
別
を
左
記
へ
。

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

な
ら
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

☎
0
7
4
2
・
23
・
5
7
3
0

F
0
7
4
2
・
23
・
5
7
5
7

U http://w
w
w
.pref.nara.jp/
item
/63392.htm

▼
中
小
企
業

「
職
場
見
学
・
職
場
体
験
」

　
就
職
に
つ
な
げ
る
た
め
の
職
場
見
学
・

体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
県
内
中
小
企

業
を
中
心
に
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
へ
の
職
業

見
学・体
験
が
で
き
ま
す
。（
参
加
費
無
料
、

交
通
費
等
は
自
己
負
担
）

◆
対
象　
お
お
む
ね
35
歳
ま
で
の
未
就
職

者◆
日
程　
平
成
27
年
2
月
ま
で
の
間

◎
職
場
見
学　
1
日

◎
職
場
体
験　
約
1
週
間

◆
定
員　
職
場
見
学　
25
人

　
　
　
　
職
場
体
験　
20
人

（
定
員
超
過
の
場
合
は
抽
選
）

◆
申
し
込
み
方
法　
は
が
き
ま
た
は
フ
ァ

ッ
ク
ス
で
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏ふ
り
が
な名
、

年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、
希
望
職
種
を

左
記
へ
。

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

な
ら
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ　
（
一
社
）
奈
良
経

済
産
業
協
会

〒
630-

8325　
奈
良
市
西
木
辻
町
93
の
6（
エ

ル
ト
ピ
ア
奈
良
内
）

☎
0
7
4
2
・
20
・
2
2
1
0

F
0
7
4
2
・
20
・
2
2
1
5

U http://w
w
w
.pref.nara.jp/

26174.htm

▼
医
療
事
務
講
習

　
診
療
報
酬
明
細
書
を
作
成
す
る
た
め
に

必
要
な
知
識
を
学
び
、
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る

請
求
事
務
の
実
習
を
行
い
ま
す
。

◆
日
程
　
8
月
19
日
㈫
〜
9
月
12
日
㈮

（
㈬
㈯
㈰
除
く
。
15
日
間
）

9
時
15
分
〜
16
時

◆
受
講
料
　
1
6
5
0
0
円
（
別
途
テ
キ

ス
ト
代
・
そ
の
他
費
用
が
必
要
）

◆
場
所
　
高
田
し
ご
と　
セ
ン
タ
ー
講
習

室
〔
エ
ル
ト
ピ
ア
中
和
内
〕（
大
和
高
田
市

西
町
1
の
60
）

◆
定
員
　
36
人
（
抽
選
）

◆
申
し
込
み
方
法
　
7
月
23
日
㈬
9
時
〜

17
時
、
24
日
㈭
9
時
〜
12
時
に
、
高
田
し

ご
と　
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
奈
良
し
ご
と　

セ
ン
タ
ー
で
、
受
講
者
本
人
と
の
面
談
の

う
え
受
け
付
け
ま
す
。

82
円
切
手
と
長
形
3
号
封
筒
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

高
田
し
ご
と　
セ
ン
タ
ー
〔
奈
良
県
産
業

会
館
3
階
〕（
大
和
高
田
市
幸
町
2
の
33
）

☎
24
・
２
０
１
０

奈
良
し
ご
と　
セ
ン
タ
ー
〔
エ
ル
ト
ピ
ア

奈
良
1
階
〕（
奈
良
市
西
木
辻
町
93
の
6
）

☎
0
7
4
2
・
23
・
5
7
2
9

情　

報

暮 

ら 

し 

の

◆　
◆　
◆　
◆　
◆

【
6
月
号
訂
正
】

　
「
広
報
御
所
」
6
月
号
12
ペ
ー
ジ
の
下

段「
高
齢
者
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
」

の
記
事
中
、
優
勝
し
た
戸
間 

進
さ
ん
、
仲

川 

延
人
さ
ん
、
髙
橋 

勉
さ
ん
の
所
属
団
体

の
記
載
が
誤
っ
て
い
ま
し
た
。
お
詫
び
し

て
訂
正
し
ま
す
。

《
誤
》
奈
良
県
交
通
安
全
管
理
者
協
会

高
田
支
部
協
会
御
所
分
会

《
正
》
奈
良
県
交
通
安
全
協
会

高
田
支
部
御
所
分
会

▼
公
共
職
業
訓
練
生
（
9
月
開
講
）

◆
訓
練
科
名
（
定
員
）
と
内
容　

①
機
械
C
A
D
科
（
16
人
）

②
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
技
術
科
（
16
人
）

③
企
業
実
習
付
C
A
D
/
N
C
技
術
科

（
16
人
）

◆
訓
練
期
間　
9
月
〜
平
成
27
年
2
月

（
※
③
は
平
成
27
年
3
月
ま
で
）

◆
訓
練
対
象　
仕
事
を
探
し
て
い
る
人

（
※
③
は
お
お
む
ね
40
歳
未
満
）

◆
訓
練
場
所　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
奈
良

（
橿
原
市
城
殿
町
４
３
３
）

◆
費
用　
１
万
5
0
0
0
円
程
度

　
　
　
　
（
教
科
書
代
等
）

◆
そ
の
他　
駐
車
場（
無
料
）あ
り
ま
す
。

◆
応
募
期
限　
8
月
1
日
㈮

◆
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
奈
良　
　

☎
0
7
4
4
・
22
・
5
2
2
6 
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金
剛
山
の
ふ
も
と
、
西
佐
味
の
村
の
は
ず
れ

に
大
き
な
杉
の
木
が
立
っ
て
い
ま
す
。
六
百
年

は
経
つ
と
い
わ
れ
る
こ
の
木
は
、
周
り
が
六
メ

ー
ト
ル
余
り
も
あ
り
、
村
の
人
達
か
ら
大
川
杉

と
呼
ば
れ
、
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
し
め
縄
が
巻
か
れ
た
太
い
幹
は
、
激
し
い
雨

や
風
、
雪
な
ど
に
耐
え
な
が
ら
土
の
中
に
深
く

根
を
踏
ん
張
っ
て
、
そ
の
昔
、
雷
が
落
ち
て
焼

か
れ
た
と
い
う
枝
も
い
よ
い
よ
雄
々
し
く
天
に

向
か
っ
て
伸
び
て
い
ま
す
。

　
木
の
根
元
か
ら
は
、
き
れ
い
な
水
が
絶
え
ず

湧
き
出
て
流
れ
、
今
は
水
か
さ
こ
そ
少
な
く
な

り
ま
し
た
が
、
つ
い
こ
の
間
ま
で
は
村
の
暮
ら

し
を
支
え
る
大
切
な
水
で
し
た
。
田
植
え
時
は

も
ち
ろ
ん
、
畑
で
と
れ
た
ば
か
り
の
野
菜
を
洗

っ
た
り
、
洗
濯
物
を
す
す
い
だ
り
、
と
り
わ
け

年
寄
り
た
ち
か
ら
は
、（
こ
の
水
を
使
わ
ん
な

洗
ろ
た
気
せ
え
へ
ん
）
と
ま
で
言
わ
れ
て
い
ま

し
た
。

　
子
ど
も
達
に
と
っ
て
も
、
こ
の
上
な
い
遊
び

場
で
、
清
水
に
す
む
カ
ニ
を
と
り
な
が
ら
時
が

経
つ
の
も
忘
れ
て
遊
び
ま
し
た
。

「
あ
、
カ
ニ
の
赤
ち
ゃ
ん
お
る
で
」

「
ほ
ん
ま
や
、あ
、石
の
下
に
か
く
れ
て
し
も
た
」

　
雨
が
降
る
と
、
子
ど
も
た
ち
は
大
き
な
杉
の

木
の
下
に
逃
げ
込
み
ま
す
。
大
川
杉
は
そ
ん
な

子
ど
も
達
の
た
め
に
い
っ
そ
う
葉
の
繁
っ
た
枝

を
四
方
に
広
げ
る
の
で
し
た
。

　
こ
の
大
川
杉
の
た
め
に
、
村
の
人
達
は
年
に

一
度
お
祭
り
を
し
ま
す
。
太
い
杉
の
幹
に
新
し

い
し
め
縄
を
巻
き
、
湧
き
水
の
そ
ば
に
立
っ
て

い
る
三
体
の
お
地
蔵
さ
ん
に
花
や
供
え
物
を
し

て
、
そ
の
年
の
豊
作
と
無
事
を
祈
る
の
で
す
。

　
な
ぜ
村
の
人
達
が
こ
の
よ
う
に
杉
の
木
を
祭

り
、
大
切
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、
そ
れ

に
は
こ
ん
な
わ
け
が
あ
り
ま
し
た
。

　
小
高
い
と
こ
ろ
に
あ
る
西
佐
味
の
村
に
は
、

近
く
に
大
き
な
川
が
な
く
て
、
昔
か
ら
村
の
人

達
は
水
不
足
で
困
っ
て
い
ま
し
た
。
と
り
わ

け
田
植
え
時
に
な
る
と
水
の
心
配
は
大
き
く
、

人
々
は
「
番
水
」
と
い
う
や
り
か
た
で
田
に
水

を
引
き
ま
し
た
。「
番
水
」
と
い
う
の
は
、
田
ん

ぼ
の
大
き
さ
に
よ
っ
て
水
を
入
れ
る
時
間
を
決

め
て
交
代
で
水
を
入
れ
る
方
法
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
日
照
り
が
続
い
た
あ
る
夏
の
こ

と
、
と
う
と
う
こ
の
小
さ
な
川
は
干
上
が
っ
て

し
ま
い
、
稲
や
作
物
が
枯
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

「
な
ん
ぎ
な
こ
っ
ち
ゃ
。
ど
な
い
し
た
ら
い
い
の

や
」
と
、
村
の
人
達
が
疲
れ
切
っ
た
顔
を
寄
せ

合
っ
て
い
た
と
き
で
す
。
ひ
と
り
の
村
人
が
う

わ
ず
っ
た
声
を
張
り
上
げ
て
、
飛
び
込
ん
で
き

ま
し
た
。

「
湧
き
水
や
、
湧
き
水
や
ぞ
う
、
皆
来
て
く
れ
ぇ
」

「
ほ
ん
ま
か
、
ど
こ
や
、
そ
れ
」

「
村
は
ず
れ
の
大
き
な
杉
の
と
こ
や
」

　
皆
が
行
っ
て
み
る
と
、
杉
の
木
の
根
方
か
ら

き
れ
い
な
水
が
こ
ん
こ
ん
と
湧
い
て
流
れ
て
い

ま
す
。
手
で
す
く
っ
て
飲
ん
で
み
る
と
、
甘
く

て
冷
た
く
て
、
と
て
も
お
い
し
い
水
で
す
。

「
助
か
っ
た
、
神
さ
ん
の
お
め
ぐ
み
や
」

「
命
の
水
や
、
そ
う
や
、
こ
の
杉
の
木
に
し
め
縄

を
巻
い
て
祭
ろ
う
や
な
い
か
」

「
そ
ば
に
地
蔵
さ
ん
も
お
祭
り
し
よ
う
」

「
そ
や
、
お
地
蔵
さ
ん
に
も
こ
の
杉
の
木
を
守
っ

て
も
ら
お
」

　
そ
れ
以
来
、
日
照
り
の
夏
が
来
て
も
、
大
川

杉
の
根
元
か
ら
湧
き
出
る
水
は
佐
味
の
里
を
う

る
お
し
続
け
、
人
々
は
田
や
畑
を
涸
ら
す
こ
と

な
く
、
そ
の
恵
み
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
す
。

　
時
代
が
移
り
変
わ
っ
て
、
吉
野
川
分
水
と
い

う
便
利
な
用
水
が
引
か
れ
、
昔
ほ
ど
大
川
杉
の

水
が
必
要
と
さ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
今

も
、
神
杉
と
あ
が
め
ら
れ
る
こ
の
杉
の
木
は
、

佐
味
の
村
に

と
っ
て
か
け

が
え
の
な
い

大
切
な
木
で

あ
る
こ
と
に

変
わ
り
あ
り

ま
せ
ん
。

　

画  村埜 治郎 さん 

【
大
川
杉
の
は
な
し
】



発
行
／
御
所
市
　
編
集
／
企
画
部
企
画
政
策
課
　
　
  ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://www.city.gose.nara.jp/ 

〒
639-2298　

奈
良
県
御
所
市
１
番
地
の
３
 　
　
　
☎
0745-62-3001㈹

広
報
　
御
所

市
の
人
口
　
28257人

(-33人
) 

　
　
男
性
　
13331人

(-17人
) 

　
　
女
性
　
14926人

(-16人
）　

市
の
動
向
　
( )内

は
前
月
比
 

世
帯
数
　
12220戸

(-9戸
） 

【
平
成
26年

5月
31日

現
在
】

ふるさと御所
歴史探訪

其の十九

　

平
成
25
年
４
月
号
と
先
月
号
で
、
江
戸
時

代
の
貨
幣
制
度
に
つ
い
て
触
れ
ま
し
た
が
、

分
か
り
に
く
い
と
い
う
こ
と
を
聞
き
ま
し
た

の
で
、
す
こ
し
詳
し
く
説
明
す
る
こ
と
に
し

ま
す
。

　
公
的
な
貨
幣
は
、
金
・
銀
・
銭ぜ
に
の
３
種
類

で
し
た
。
こ
れ
ら
の
他
に
紙
幣
が
あ
り
、
金

札･

銀
札･

銭
札
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
ら
に
は
、
大
名
が

発
行
し
た
藩は
ん
さ
つ札
、
寺
院･

豪
商

等
が
発
行
し
た
私し
さ
つ札
が
あ
り
、

地
域
限
定
で
通
用
し
て
い
ま

し
た
。
金
は
主
に
関
東
で
使

用
さ
れ
、
銀
は
関
西
で
、
そ

し
て
、
銭
は
全
国
で
流
通
し

て
い
ま
し
た
。

　
金
貨
の
単
位
は
「
両り
ょ
う」
で
す
が
、
両
は
、

も
と
も
と
中
国
で
使
用
さ
れ
て
い
た
重
さ
の

単
位
で
す
。
時
代
や
量
る
も
の
に
よ
っ
て
、

違
い
が
あ
り
ま
し
た
。
金
貨
の
種
類
は
、
大

判
（
10
両
）･

小
判
（
１
両
）･

２
分ぶ
ぎ
ん金･

１

分
金･

２
朱し
ゅ
き
ん金･

１
朱
金
の
６
種
類
で
す
が
、

大
判
は
贈
答
用
で
、
一
般
に
は
使
わ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
１
両
＝
４
分
＝
16
朱
の
４
進
法
で

す
。

　
江
戸
時
代
初
期
の
「
慶
け
い
ち
ょ
う長
小こ
ば
ん判
」
は
、

17･

73
ｇ
で
す
が
、
幕
末
の
「
万ま
ん
え
ん延
小
判
」

は
３･

３ｇ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
両
は
重
さ
の

単
位
で
す
が
、５
分
の
１
以
下
に
な
っ
て
も
、

同
じ
１
両
と
し
て
通
用
し
て
い
た
の
で
す
。

　
次
に
銀
貨
を
写

真
１
に
示
し
ま
す

が
、
大
き
い
方
が

「
丁ち
ょ
う
ぎ
ん銀」
で
、
小
さ

い
の
が
「
豆ま
め
い
た
ぎ
ん

板
銀
」

で
す
。
こ
れ
ら

は
、
目
方
を
量
っ

て
「
匁も
ん
め
」
で
通
用

し
て
お
り
、
１
匁

は
3･

75ｇ
で
す
。

　
銀
を
量
る「
は
か
り
」は
、「
両り
ょ
う
が
え
て
ん
び
ん

替
天
秤
」（
写

真
２
）
と
い
わ
れ
、
そ
の
分ふ

ん
ど
う銅
が
写
真
３
で

す
。
こ
の
分
銅
の
形
は
、現
在
、地
図
で
「
銀

行
」
を
表
す
の
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
銀
１
０
０
０
匁
が
銀
１
貫か
ん
め目
と
な
り
、
１

匁
以
下
は
10
進
法
で
、
大
き
い
方
か
ら
分ぶ･

厘り
ん
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
１
匁
は
10
分
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
室
町
時

代
か
ら
通
用
し
て
お
り
、
こ
の
時
代
の
も
の

は
「
古こ
ち
ょ
う
ぎ
ん

丁
銀
」
と
い
わ
れ
ま
す
。

　
銀
の
含
有
量
は
、
江
戸
時
代
初
期
の
「
慶け
い

長ち
ょ
う丁
銀
」
は
80
％
で
し
た
が
、
幕
末
の

「
安あ
ん
せ
い政
丁
銀
」
は
、
13･

5
％
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
小
判
も
金
の
含
有
量
が
変
化
し
ま
し
た

が
、
大
き
さ
の
変
化
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

最
低
が
56
％
ほ
ど
で
す
。
幕
府
は
財
政
に
困

る
と
、
品
質
を
落
と
し
て
、
発
行
数
を
増
や

し
て
い
た
の
で
す
。

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
に
、「
銀
二
貫
」

と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
。
二
貫
は
約
7･

５
kg
で
、
大
変
な
量
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
が
今
の
お
金
で
ど
れ
く
ら
い
に
な

る
か
に
つ
い
て
は
、
次
号

で
説
明
し
ま
す
。

　
紙
幣
は
、
銀
1
匁
の
も

の
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

目
方
を
量
る
必
要
が
な
く
、

持
ち
運
び
に
便
利
な
こ
と

か
ら
多
数
の
も
の
が
発
行

さ
れ
ま
し
た
。
御
所
の
近

辺
で
通
用
し
て
い
た
銀
札

の
い
く
つ
か
を
、
写
真
４

に
示
し
ま
す
。

　
銭
の
単
位
は
「
文も
ん
」
で
す
。
江
戸
時
代
以

前
と
初
期
は
、
主
に
中
国
の
も
の
が
使
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
寛か
ん
え
い永
８
年
（
１
６
６
８
）
に

幕
府
直
轄
で
「
寛
永
通つ
う
ほ
う宝
」
が
造
ら
れ
、
明

治
２
年（
１
８
６
９
）ま
で
通
用
し
ま
し
た
。

　
銭
に
は
１
文
と
４
文
が
あ
り
ま
し
た
が
、

「
４
文も
ん
せ
ん銭
」
は
裏
に
波
が
描
か
れ
て
い
た
こ

と
か
ら
「
波な
み
せ
ん銭
」
と
い
わ
れ
ま
し
た
。
時
代

･

造
ら
れ
た
場
所･

材
質
等
に
よ
っ
て
、
１
文

銭
は
70
種
類
以
上
、
４
文
銭
は
10
種
類
以
上

あ
り
ま
し
た
。
材
質
は
銅
が
多
か
っ
た
の
で

す
が
、
鉄
の
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。

　
寛
永
通
宝
の
他
に
、天て
ん
ぽ
う保
６
年（
１
８
３
５
）

か
ら
造
ら
れ
た
１
０
０
文
の
「
天
保
通
宝
」、

４
文
で
文ぶ
ん
き
ゅ
う久３
年
（
１
８
６
３
）
か
ら
造
ら

れ
た
「
文
久
永え
い
ほ
う宝
」
等
が
あ
り
ま
す
。

　
写
真
５
は
、
銭
の
写
真
で
す
が
、
４
文
銭

は
表
と
裏
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
金･

銀･

銭
の
換
算
率
、
今
の
物
価
と
の
関

係
等
に
つ
い
て
は
、
次
号
で
説
明
し
ま
す
。

（
文
責
　
中
井
陽
一
）

江
戸
時
代
の

貨
幣
制
度

写真1

写真2

写真4

写真5

写真3
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